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（4）論文集『健康長寿社会に寄与する歯科医療・口腔保健のエビデンス2015』
　　　3．口腔保健と生活習慣病、非感染性疾患
　　　3）がん―がん治療における口腔ケアの役割―
（5）論文集『健康長寿社会に寄与する歯科医療・口腔保健のエビデンス2015』
　　　9．歯科医療の効果
　　　1）口腔ケアが手術後の治癒期間、状態に与える影響（多職種連携含む）
　　　　  ―外科手術の周術期管理における口腔ケアの役割―
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■　『がん治療における口腔支持療法のための
      　口腔粘膜炎評価マニュアル』
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　がん治療に伴って起きる口腔有害事象の中でも、口腔粘膜炎はもっとも頻度が
高い有害事象の一つです。口腔粘膜炎は、その痛みで患者さんを苦しめるだけで
なく、経口摂取を障害し、全身感染症の契機となるため、患者さんの全身状態を
悪化させることがあります。全身状態の悪化が、がん治療の円滑な進行を妨げ、
治療の休薬･中断を要することになれば、予後へ悪影響はさけられません。

　口腔粘膜炎への対処法として、残念ながら発症を完全に抑える予防法や、画期
的な治療法は未だ存在しません。しかし、適切な口腔管理を行うことで、感染の
制御や疼痛緩和が期待でき、口腔粘膜炎の重症度の軽減や発症期間短縮の手助け
をすることは可能です。質の高い口腔管理を行うためには、適切な口腔内のアセ
スメントが重要になります。口腔管理提供者が口腔内の状態を正しく診察･評価
することができなければ、患者さんに適切な口腔管理を提供することはできませ
ん。

　このマニュアルは、がん研究開発費 23-A-30 「支持療法の開発と標準化のため
の研究」( 久保田班 ) で作成された『口腔粘膜炎 評価 教育プログラム 』をもとに、
がん専門病院に在籍しがん患者さんの口腔管理を専門におこなっている歯科医師
らで、実臨床で使いやすいように再度検討を行いました。がん支持療法の臨床の
現場で、適切な口腔内の観察方法･評価法を実践し、正しく口腔粘膜炎の重症度
を判定することで、適切な口腔管理の提供に反映できるように、ちょっとした観
察のコツや要点などをまとめ作成しました。

　がん患者さんの治療に従事する皆様にとって、日々の臨床に少しでも役に立つ
手引き書となれば幸甚です。

2015 年 9月　OSC3 著者一同
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口腔粘膜
　口腔は小さな領域だが、その中
でも部位によって組織構造が異な
る。その差異はそれぞれの部位の
機能を反映していると考えられ、
このことを念頭において観察する
と口腔粘膜炎を理解するのに役立
つ。
　口腔粘膜は口唇で皮膚に、咽頭
で消化管粘膜に連続し、基本的に
上皮とその下層にある結合組織か
らなる。口腔粘膜の代表的な機能
は、保護 ( 咀嚼時の機械的刺激を
受ける、口腔常在菌の深部組織へ
の侵入を防ぐ）、感覚 ( 味覚や温･
触･痛覚を受容し、咀嚼や嚥下運動
を制御する）、分泌（小唾液腺によ
る唾液分泌）である。

口腔粘膜の組織構成
　口腔粘膜は重層扁平上皮で被覆
され、腸管粘膜のような吸収作用
をもたない。口腔粘膜上皮は部位
によって角化、非角化の違いがあ
り、その厚みも異なる ( 機械的刺
激を受けやすい部位は厚くなる）。
上皮と粘膜固有層の境界には基底
膜が存在するが、固有層とその下
層の粘膜下組織との境界は不明瞭
なことが多く、歯肉や硬口蓋では
口腔粘膜は粘膜下組織を介在せず
に下層の骨（骨膜）と接している。
粘膜固有層は上皮直下の乳頭層と

その下層の網状層からなり、細胞
( 線維芽細胞など）、血管、神経、
線維 ( コラーゲン線維、弾性線維 )
が分布する。 

口腔粘膜の特徴

図 1　口腔粘膜の主な組織構成

『Ten Cate 口腔組織学』より
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口腔粘膜のターンオーバー
　上皮内のすべての細胞が置き換
わるのに要する時間は、「ターン
オーバー ( 上皮の交換時間 )」とし
て知られ、1個の細胞が分裂し、
上皮層全層を通過するために要す
る時間から導き出される。
　測定方法の違いより上皮の細胞
増殖率の値には大きな差があるが、
一般的に上皮のターンオーバーは、
皮膚で 52-75 日、腸管で 4-14 日、
歯肉で 41-57 日、頬で 25日である。
上皮の角化様式の違いによって細
胞の交換率が異なり、非角化上皮
である頬粘膜は、角化上皮である
歯肉よりも短時間で交換される。

口腔粘膜の構造の差異
　上皮の種類、上皮と結合組織の
境界、固有層の組織などについて
は、口腔粘膜の部位によって構造
の差異が認められ、3つの主要な
型に区別される。

被覆粘膜　lining mucosa
（口腔粘膜全体の約 60％）
　口唇､頬､軟口蓋､口腔底､舌下面
　非角化重層扁平上皮で、咽頭の
上皮と類似する。固有層はやや厚
く、粘膜伸展しやすく軟らかい組
織である (可動粘膜 )。口唇･頬粘
膜の固有層には小唾液腺がある。
粘膜下組織はとくに口腔底では厚
く、その下層との結合はゆるい。

咀嚼粘膜 　masticatory mucosa 
（口腔粘膜全体の約 25％）
　歯肉、顎堤、硬口蓋　
　角化重層扁平上皮で、他の領域
の上皮より厚い。固有層も厚く、
線維が密に分布する。乳頭層は長
く上皮に陥入し、上皮と固有層の
嵌合を強固にする。伸展性に乏し
く、摩擦などの機械的刺激に抵抗
性を示すことができる構造である
（非可動粘膜）。粘膜下組織はごく
少ないか存在しないが、硬口蓋の
一部には腺組織や脂肪組織がある。

特殊粘膜　specialized mucosa
 （口腔粘膜全体の約 15％）
　舌背（舌上面の前方 2/3） 
　角化重層扁平上皮で厚く、舌乳
頭が存在する。舌乳頭は以下の４
種類あるが、その一部分は非角化
上皮で被覆される。

糸状乳頭：厚い角化上皮　舌の前
方全体
茸状乳頭：非角化上皮　糸状乳頭
のあいだに散見　味蕾がある
葉状乳頭：舌の後方外側縁　味蕾
あり
有郭乳頭：分界溝に隣接　上面は
角化上皮　側面は非角化上皮　味
蕾が存在　小唾液腺の導管が開口
　
味覚の感覚器である味蕾は、舌乳
頭以外に軟口蓋上皮、咽頭上皮な
ど他の口腔粘膜にも存在する。

口腔粘膜の特徴
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粘膜
部位 被覆上皮

被覆粘膜
軟口蓋 薄い（150μm）．非角化重層扁平上皮；味蕾

存在

舌の下面 薄い．非角化重層扁平上皮

口腔底 非常に薄い（100μm）．非角化重層扁平上皮

歯槽粘膜 薄い．非角化重層扁平上皮

口唇と頬の粘膜 非常に厚い（500μm）．非角化重層扁平上皮

口唇；唇紅

口唇；中間帯

薄い．正角化重層扁平上皮

薄い．錯角化重層扁平上皮

咀嚼粘膜
歯　肉 厚い（250μm）．正あるいは錯角化した重層

扁平上皮；しばしば表面にスティップリング
が見られる

硬口蓋 厚い．正角化（しばしば部位によって錯角化）
した重層扁平上皮が口蓋ヒダに移行してつな
がっている

特殊粘膜
舌背 厚い．角化した重層扁平上皮が 3種類の舌乳

頭を形成．いくつかは味蕾をもつ

口腔部位による粘膜構造の差

表 1　口腔部位による粘膜構造の差
6

が
ん
治
療
総
論

が
ん
外
科
手
術

が
ん
薬
物
療
法

頭
頸
部
放
射
線
療
法

化
学
放
射
線
療
法

緩
和
ケ
ア

参
考
資
料

薬
剤
関
連
顎
骨
壊
死

(

Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ)

●  全国共通がん医科歯科連携講習会テキスト（第二版）●

参考資料　189 190　参考資料 参考資料　191 192　参考資料 参考資料　193 194　参考資料 参考資料　195 196　参考資料 参考資料　197 198　参考資料

参考資料　199 200　参考資料 参考資料　201 202　参考資料 参考資料　203 204　参考資料 参考資料　205 206　参考資料 参考資料　207 208　参考資料

参考資料　209 210　参考資料 参考資料　211 212　参考資料 参考資料　213 214　参考資料 参考資料　215 216　参考資料 参考資料　217 218　参考資料

参考資料　219 220　参考資料 参考資料　221 222　参考資料 参考資料　223 224　参考資料 参考資料　225 226　参考資料 参考資料　227 228　参考資料

参考資料　229 230　参考資料 参考資料　231 232　参考資料 参考資料　233 234　参考資料 参考資料　235 236　参考資料 参考資料　237 238　参考資料

参考資料　239 240　参考資料 参考資料　241 242　参考資料 参考資料　243 244　参考資料 参考資料　245 246　参考資料 参考資料　247 248　参考資料

参考資料　249 250　参考資料 参考資料　251 252　参考資料 参考資料　253 254　参考資料 参考資料　255 256　参考資料 参考資料　257 258　参考資料

参考資料　259 260　参考資料 参考資料　261 262　参考資料 参考資料　263 264　参考資料 参考資料　265 266　参考資料 参考資料　267 268　参考資料

参考資料　269 270　参考資料 参考資料　271 272　参考資料 参考資料　273 274　参考資料 参考資料　275 276　参考資料 参考資料　277 278　参考資料

参考資料　279 280　参考資料 参考資料　281 282　参考資料 参考資料　283 284　参考資料 参考資料　285 286　参考資料 参考資料　287 288　参考資料

参考資料　289 290　参考資料 参考資料　291 292　参考資料 参考資料　293



粘膜
固有層 粘膜下層

多くの低い乳頭をもち厚い；弾性線維が弾性
板を形成．血管網がよく発達し，高度の脈管
に富む

多くの小唾液腺を含むまばらな組織

多くの低い乳頭と小数の弾性線維を含む薄い
層；少しの小唾液腺；乳頭下層には毛細血網
管があり，網状層には比較的血管が少ない

薄く不規則で，脂肪と小血管を含む；粘膜は
舌筋の周囲の組織に結合

低い乳頭；少しの弾性線維；短い毛細血管ルー
プの吻合をもつ発達した血管

脂肪や小唾液腺を含む疎線維性結合組織

低い乳頭；少量の弾性線維を含む；表面近く
の毛細血管ループは骨膜表面を走行する血管
により供給される

疎線維性結合組織を歯槽突起の骨膜に付着さ
れる太い弾性線維を含む；小唾液腺

細く高い乳頭；少量の弾性線維とコラーゲン
細線維を含む密線維性結合組織；吻合する毛
細血管ループを乳頭へ送り込む豊富な血管

コラーゲン細線維と弾性線維による下層の筋
に固く付着している粘膜；脂肪，小唾液腺，
小数の脂腺をもつ密線維性結合組織

多くの細い乳頭；乳頭層で毛細血管ループが
表面に接近

粘膜は下層の筋と強く結合；少数の脂腺が唇
紅にある．小唾液腺と脂肪が中間帯にある

高い不規則な乳頭；弾性線維とコラーゲン細
線維が結合組織に見られる

高い細い乳頭やコラーゲン細線維に富んだ密
線維性結合組織；血管の発達は悪いが吻合の
発達した毛細血管ループがある

不明瞭．粘膜はコラーゲン細線維に富み，セ
メント質や歯槽突起の骨膜 “粘膜性骨膜” に強
く付着

高い乳頭；とくにヒダの部分でコラーゲン細
線維の発達した厚い密線維性結合組織；短い
毛細血管ループがあり，血管が適度に発達

コラーゲン細線維の発達した密線維性結合組
織が粘膜を骨膜 “粘膜性骨膜” に結びつける；
外側の神経，血管束の走行する領域では脂肪，
小唾液腺が結合組織に含まれている

高い乳頭；小唾液腺；とくに味蕾周囲に豊富
な神経支配；乳頭層に毛細血管網，深層に大
きな血管

不明瞭．粘膜は舌筋を取り囲んだ結合組織に
付着

口腔部位による粘膜構造の差
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１. 上唇内側 ２. 下口唇内側

３. 右頬粘膜 ４. 左頬粘膜

５. 歯肉（正面） ６. 舌背

　口腔内を代表する 12 の亜部位に分類し、同部の観察を行い、口腔粘膜
炎の評価に使用する。

診察時の口腔内観察部位

図 2　口腔内観察部位（12 部位）

口腔内観察部位 (12 部位 )
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９. 舌下面

７. 舌右側面 ８. 舌左側面

10. 口腔底

11. 硬口蓋 12. 軟口蓋

　がん患者さんの口腔内を診察するとき、ただ漫然と「見る」だけでは、
評価につながらない。口腔内を「見る」のではなく「診る」ためのポイン
トとコツを、次項から各部位ごとにまとめた。

口腔内観察部位 (12 部位 )
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上唇小帯

下唇小帯

口唇の特徴
　外部では皮膚、内部では口腔粘膜
が表面を覆う。皮膚から口腔粘膜へ
の移行部を赤唇部とよぶ。口唇の内
面には、上唇、下唇とも正中に小帯
( 上唇小帯、下唇小帯 )という粘膜ヒ
ダがあり、口唇と歯肉をつなぎとめ
ている。
　上･下歯列弓と頬･口唇の内面との
間にできた領域を、口腔前庭とよぶ。

　粘膜炎の好発部位 ( 特に、下唇 )
である。他にもカンジダ、ヘルペス
などの感染症や乾燥による粘膜変化
が起こりやすい。

観察のポイント
　症状は、口腔粘膜部位 ( 裏側 ) に
起こりやすいため、必ず口唇をめく
り、裏側もよく観察する。患者さん
自身にめくってもらってもよい。

　強い乾燥があると赤唇部や口角部
が荒れてしまい、開口時に割れて出
血しやすい。観察前にワセリンやア
ズノール軟膏などで保湿することで、
口唇を保護できる。

口唇
Ａ

Ｂ

図 3　口唇　Ａ：上唇　Ｂ：下唇

図 4　下唇の口腔粘膜炎
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頬粘膜の特徴
　頬は、口腔の側壁を構成し、口
に入れた食物がこぼれ落ちないよ
うにする覆いとしての役割と、舌
と協調して食塊を上下の歯の間に
あつめて咀嚼を助ける機能がある。
非角化粘膜に覆われており、頬粘
膜も粘膜炎の好発部位である。口
唇と同様に頬小帯という粘膜ヒダ
があり、頬と歯肉をつなぎとめて
いる。

　上顎第二大臼歯の歯冠の高さの
位置に、低い乳頭状の高まり (耳
下腺乳頭 ) がある。これは、耳下
腺の導管開口部で、耳下腺部を圧
迫すると唾液の流出が観察でき、
治療中の口腔乾燥 ( 唾液分泌障害 )
の程度の指標となる。

観察のポイント
　口を大きく開けさせ、側面から
のぞき込むと観察しやすい。補助
器具 ( デンタルミラー･木べら ) や
手指で口角を大きく伸展させると、
歯列近傍の口腔前庭部まで確認で
きる。

　頬粘膜は臼歯による圧迫を生じ
やすい部位であり、歯圧痕や咬傷
が起こりやすい。歯牙との接触は
粘膜炎の増悪因子となり、治癒遅
延の原因となるため、注意する。

　カンジダ･ヘルペスなどの感染症
を見つけやすい部位でもある。

頬粘膜
Ａ

Ｂ

図 5　頬粘膜　Ａ：右　Ｂ：左

図 6　頬粘膜のヘルペス性口内炎
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舌の特徴
　口腔底と咽頭口部前壁の両方に属
する筋性の構造物である。舌の前方
部分 2/3( 口腔部 ) は、舌尖･舌背･舌
縁･舌下面の亜部位にわかれる。舌の
後方部分 1/3( 咽頭部 ) との境界は、
Ｖ字形をした分界溝でわけられる。
　部位により大きく特徴が異なる。

舌背
舌背の粘膜は特殊粘膜とよばれ、他
のどの部位の口腔粘膜とも異なる。
機能的には咀嚼粘膜であり、角化上
皮で覆われ、適度な厚みと硬さがあ
るが、粘膜の伸展性と種々の舌乳頭
を持ち、味蕾が存在し感覚器の役割
ももつ。

舌縁 -舌下面
表面は非角化上皮で覆われ、柔らか
で可動性に富む。後方舌縁にはヒダ
状の葉状乳頭が存在し、味蕾をもつ。
舌の下面には舌乳頭はなく、多数の
粘膜ヒダが存在し、口腔底から舌下
面にのびるものを舌小帯とよぶ。

角化上皮と非角化上皮
舌背部は、全体を厚い角化上皮から
なる糸状乳頭で覆われ、咀嚼時の摩
擦面として働く。非角化上皮で覆わ
れた舌縁や舌下面は、口腔粘膜炎に
よる潰瘍形成の好発部位である。

＊白線：角化粘膜 -非角化粘膜 境界

舌

Ａ

Ｂ

図７　Ａ：舌背　　Ｂ：舌右縁
　　　Ｃ：舌左縁　Ｄ：舌下面

Ｃ

Ｄ
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葉状乳頭

　通常の開口では、舌背部しか観察
できないため、舌を前方に突出させ
たり、左右に動かすことで、舌尖･舌
縁を観察する。舌縁後方部を観察す
るためには、舌前方部をガーゼ等を
もちいて把持し、反対側へ牽引する。
舌下面は、舌尖で上顎前歯や口蓋前
方を触るように指示するとよくみえ
る。

舌苔
　舌背に付着する白黄色から褐色の
柔軟偽膜様の苔状の付着物で、剥離
した角化上皮、白血球、微生物、唾
液成分、食物残渣およびその色素な
どの混合物である。通常は病原性を
もたない。

毛状舌
　糸状乳頭がケラチンの蓄積により
伸張し、舌背に毛が生えたようなっ
た状態。
　黒色になると黒毛舌とよばれ、抗
生剤の使用時におこりやすいと言わ
れる。

観察のポイント

舌

Ａ

Ｂ

図８　Ａ：舌側縁奥　Ｂ：舌苔
　　　Ｃ：毛状舌 ( 黒毛舌 )

Ｃ
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右顎下腺管
の開口部

舌下ヒダ 舌下小丘

舌小帯

口腔底の特徴
　口腔底は、下顎体によって囲まれ
るＵ字状の間隙で、左右の顎舌骨筋
が隔膜状に張り、上方に下顎骨と舌
骨を結ぶオトガイ舌筋が張り、その
上の空間を舌が占めている。
　固有口腔の底部には、左右の舌下
腺と顎下腺口腔部と腺管がある。顎
下腺管は前方の舌小帯のつけ根の左
右にあり、舌下小丘をつくる。
　舌下腺の上縁は、舌下ヒダという
粘膜ヒダに覆われている。舌下ヒダ
は、口腔底の後外側面から始まり、
前方の舌下小丘まで続く。舌下ヒダ
の稜上に多数の小導管が開口してい
る。

観察のポイント
　臨床上は、舌下面と同時に観察す
る。舌尖部を挙上させると観察しや
すい。また、デンタルミラーや木べ
らで舌を圧排することで、観察が容
易となる。
　唾液が貯留する部位であるため、
口腔底が乾燥した場合は、重度の口
腔乾燥症と判定できる。
　口腔底から舌下面にかけては舌深
静脈があり、加齢にともない静脈瘤
が目立つようになり、腫瘤様にみら
れることがある。

口腔底

図 9　口腔底

図 10　口腔底の潰瘍　
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口蓋縫線

横口蓋ヒダ 切歯乳頭

硬口蓋の特徴
　硬口蓋は、口腔と鼻腔を隔てる骨
板からなり、上下の面はそれぞれ粘
膜で覆われている。
　上面は気道粘膜で覆われ、鼻腔底
をつくる。下面は分厚く硬い口腔粘
膜が強固に密着し、口腔上壁の大半
をつくる。

　硬口蓋の粘膜には多数の横口蓋ヒ
ダがみられ、正中には口蓋縫線とい
う粘膜の隆起をみとめる。その前端
は、切歯乳頭という小隆起を形成し、
骨部分では切歯管が開口している。

観察のポイント
　通常の観察姿勢では、目視は困難
である。大開口させ、下方からのぞ
きこむように観察する。ペンライト
などの光源は必須である。デンタル
ミラーのような専用器具があると観
察が容易となる。

　鼻腔底と表裏一体であるため、鼻
腔癌･上顎がんの放射線治療時には、
口腔粘膜炎の発症に留意する。

 　口蓋正中部に大きな隆起を認める
ことがあるが、これは骨の隆起で口
蓋隆起とよばれ、30％程度の頻度で
みられる。食物などで外的刺激によ
る外傷を受けやすく、放射線治療時
に潰瘍形成を生じやすい。

硬口蓋

図 11　硬口蓋

図 12　口蓋隆起

15

が
ん
治
療
総
論

が
ん
外
科
手
術

が
ん
薬
物
療
法

頭
頸
部
放
射
線
療
法

化
学
放
射
線
療
法

緩
和
ケ
ア

参
考
資
料

薬
剤
関
連
顎
骨
壊
死

(

Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ)

●  全国共通がん医科歯科連携講習会テキスト（第二版）●

参考資料　189 190　参考資料 参考資料　191 192　参考資料 参考資料　193 194　参考資料 参考資料　195 196　参考資料 参考資料　197 198　参考資料

参考資料　199 200　参考資料 参考資料　201 202　参考資料 参考資料　203 204　参考資料 参考資料　205 206　参考資料 参考資料　207 208　参考資料

参考資料　209 210　参考資料 参考資料　211 212　参考資料 参考資料　213 214　参考資料 参考資料　215 216　参考資料 参考資料　217 218　参考資料

参考資料　219 220　参考資料 参考資料　221 222　参考資料 参考資料　223 224　参考資料 参考資料　225 226　参考資料 参考資料　227 228　参考資料

参考資料　229 230　参考資料 参考資料　231 232　参考資料 参考資料　233 234　参考資料 参考資料　235 236　参考資料 参考資料　237 238　参考資料

参考資料　239 240　参考資料 参考資料　241 242　参考資料 参考資料　243 244　参考資料 参考資料　245 246　参考資料 参考資料　247 248　参考資料

参考資料　249 250　参考資料 参考資料　251 252　参考資料 参考資料　253 254　参考資料 参考資料　255 256　参考資料 参考資料　257 258　参考資料

参考資料　259 260　参考資料 参考資料　261 262　参考資料 参考資料　263 264　参考資料 参考資料　265 266　参考資料 参考資料　267 268　参考資料

参考資料　269 270　参考資料 参考資料　271 272　参考資料 参考資料　273 274　参考資料 参考資料　275 276　参考資料 参考資料　277 278　参考資料

参考資料　279 280　参考資料 参考資料　281 282　参考資料 参考資料　283 284　参考資料 参考資料　285 286　参考資料 参考資料　287 288　参考資料

参考資料　289 290　参考資料 参考資料　291 292　参考資料 参考資料　293



口蓋舌弓
口蓋咽頭弓

口蓋垂

口蓋扁桃 咽頭口部の後壁

軟口蓋の特徴
　硬口蓋につづき、口蓋の後方 1/3
を占める。骨の支持はなく、粘膜の
被覆上皮は薄い。
　軟口蓋は、4つの筋 ( 口蓋帆張筋、
口蓋帆挙筋、口蓋舌筋、口蓋咽頭筋 )
によりつくられ、後端正中には口蓋
垂という涙滴様の筋性突起が垂れ下
がる。口蓋垂周囲の可動部分を口蓋
帆とよぶ。口蓋帆が下降することに
より口峡峡部を閉鎖し、挙上するこ
とにより咽頭鼻部と咽頭口部を分離
する。左右の口蓋咽頭筋を覆うアー
チ状の粘膜ヒダが口蓋咽頭弓で、そ
の前方外側寄りに口蓋舌弓がある。
両アーチの間に口蓋扁桃がある。

観察のポイント
　通常の開口時は、軟口蓋の観察は
できない。光源を併用し、「アー」
と発声を促すことで、口蓋帆が挙上、
舌根部が沈下し、軟口蓋の観察が可
能となる。

　頭頸部癌の放射線治療における全
頸部照射では、咽頭後リンパ節 ( ル
ビエールリンパ節 ) を照射範囲内に
設定するため、ほとんどの場合で軟
口蓋は照射野に含まれ、頭頸部領域
放射線治療時の粘膜炎の好発部位と
なる。

軟口蓋

Ａ

Ｂ

図 13　軟口蓋

図 14　口を開いて軟口蓋を観察
　　　Ａ：安静時　　Ｂ：発声時
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放射線放射線

抗がん剤

炎症細胞炎症細胞

細菌細菌
正常粘膜

第 1期
開始期

第２･３期
シグナル伝達･増幅期

第４期
潰瘍期

第５期
回復期

『Sonis ST: Oral Oncol 34: 39-43, 1998』より
illustration 協力：阿多 詩子 ( 静岡がんセンター )

口腔粘膜炎の病態は、５段階に分類される。
第１期　開始期　
放射線や抗がん剤による細胞毒性にて粘膜細胞内に活性酸素（ROS）が発
生し、細胞の DNA を損傷することで細胞死を引き起こす。
第２・３期　シグナル伝達・増幅期　
上記と同時に、ROS により血管内皮細胞、線維芽細胞、マクロファージ、
上皮細胞が活性化し、炎症性サイトカイン（TNF-α、IL-1β、IL-6 など）
を放出し、細胞のアポトーシスを引き起こす。炎症性サイトカインによる
組織傷害が、さらなる炎症性サイトカインの放出を誘導し、傷害はさらに
増幅される。このため粘膜炎はさらに増悪する。
第４期　潰瘍期　
これまでの傷害により粘膜表面では上皮層が破壊され、潰瘍を形成する。
潰瘍表面には細菌コロニーが形成され、感染が成立する。グラム陰性桿菌
の内毒素 (LPS)は潰瘍増悪の原因となる。同時におこっている顆粒球減少
により菌血症や敗血症のリスクは高まる。
第５期　回復期　
上皮細胞の増殖・分化により、粘膜上皮が再生する。

口腔粘膜炎の発症機序

図 15　口腔粘膜炎の発症機序
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口唇の裏

頬粘膜舌下面 /舌縁

抗がん剤治療
　抗がん剤に伴う口腔粘膜炎は可動
粘膜＊に発症しやすい。
＊可動粘膜：口腔粘膜で軟らかく動く部
分。舌下面、舌縁、頬粘膜、軟口蓋など

　歯牙がある場合、外傷性刺激を受
ける部位が重症化しやすい。

　頭頸部への放射線治療では、可動
性のない角化粘膜＊＊も含めて放射線
照射野に一致して発症する。
＊＊角化粘膜：舌背、歯肉、硬口蓋など

口腔粘膜炎の好発部位

Ａ

Ｂ

図 16　抗がん剤による好発部位　Ａ：口唇　Ｂ：頬粘膜　Ｃ：舌下面

Ｃ
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一般的な全頸部照射野 軟口蓋（口蓋垂周囲）

放射線治療
　放射線治療は局所治療であるた
め、照射野に一致して口腔粘膜炎が
発症する。
　一般的に口腔内では奥の方が照射
野に含まれるため、頬粘膜奥や軟口
蓋に粘膜炎が発症しやすい。
＊口腔がんの場合は前方も照射野に含
まれるため、同部位にも口腔粘膜炎が
発症しやすい。

口腔粘膜炎の好発部位

頬粘膜（やや奥）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

図 17　放射線治療による好発部位　
Ａ：頬粘膜奥　　Ｂ：軟口蓋　　Ｃ：一般的な全頸部照射の照射範囲
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NCI Common Terminology Criteria for Adverse Events (CTCAE) 
　NCI-CTCAE：有害事象共通用語規準は、がんの新しい治療法や治療モダ
リティ、補助療法の評価を容易にし、すべてのがん領域や治療モダリティ
間での有害事象 (AE) の記録や報告を標準化するために開発された記述的
用語集である。各 AE について重症度スケール (Grade) が示されている。

Grade（重症度スケール）

有害事象 (AE：Adverse Events)
　「治療や処置に際して見られるあらゆる好ましくない徴候、症状、疾患(臨
床検査値の異常も含む ) であり、治療や処置との因果関係は問わない」と
定義される。有害事象は必ずしも治療的介入によって引き起こされるもの
だけではない。

有害反応 (AR：Adverse Reaction)
　治療や処置に際して見られる好ましくない反応であり、治療や処置との
因果関係があるもの。

薬物有害反応 (ADR：Adverse Drug Reaction)
　治療や検査に通常用いられる用量で起こる好ましくない反応であり、薬
物との因果関係があるもの。一般的にもちいられる「薬の副作用」と同義
である。

Grade

重症度

治療介入

原疾患
の治療

Gr.1 Gr.2 Gr.3 Gr.4 Gr.5
軽症 中等症 重症 重篤 有害事象による

死亡

治療なし 非侵襲治療 侵襲的治療 集中治療
緊急治療

ー
経過観察 外来対応 入院対応 ＩＣＵ対応

変更なし
治療変更なし /
支持療法に
よる症状緩和

治療の減量･
変更を検討

治療の中止 ー

CTCAE について

図 18　CTCAE の基本 Grade 定義
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図 19　CTCAE v3.0 による
　　　　口腔粘膜炎の重症度評価

口腔粘膜炎のフローチャート

Nearest Matchの原則

口腔粘膜炎のグレーディングの考え方

Gr.0

Gr.1

Gr.2

口腔粘膜炎の評価

粘膜の変化
なし

あり

潰瘍の形成
なし

あり

潰瘍の癒合
（30mm以上）

なし

あり

Gr.3組織壊死
自然出血

なし

あり

Gr.4

正常
有害事象が観察されない

軽度の有害事象
治療を要さない

中等度の有害事象
最低限の治療

高度の有害事象
入院を必要とする

生命を脅かす有害事象

Grade は有害事象の重症度に応じ
て、0~5 の 6 段階にわかれる。

口腔粘膜炎の項目にも、重症度を
反映した所見が記載されている。
簡略化すると右図のようなフロー
チャートとなる。

しかし、口腔粘膜炎の判定には判
断に難渋する場面も多いため、
今回は副規準を各重症度（医学的
に何がなされるべきか）にあわせ
て定義し、Grading の補助となる
よう考慮した。

「観察された有害事象が複数の
Grade の定義に該当するような場
合には、総合的に判断してもっと
も近いGrade に分類する」

例えば、照射線量 30Gy は潰瘍形
成の時期で、診察時に Gr.1 なのか
Gr.2 なのか判断に苦慮する。どち
らが正解 / 不正解という問題では
ないが、この場合は今後さらに症
状が増悪してくることが予想され
る。この時点で一つ高い Grade 判
定をすることで、早い段階からよ
り効果的な治療的介入が可能とな
る。何がなされるべきかの医学的
判断に基づいてGradingされたい。
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口腔粘膜炎の重症度スケール
　がん治療に従事する医療者にとって、口腔内をしっかりと観察し、漏れ
なく患者の自覚症状を聞き取ることは重要なスキルである。口腔粘膜炎の
重症度を正しく評価することが、適切な対症療法の基本となる。

　CTCAE v3.0 では、口腔粘膜炎の重症度評価を、第三者の観察による客
観的診察所見と、患者さんの自覚症状を反映する機能所見の 2つの評価軸
で行う。診察所見は、医療者による評価の誤差が大きく、一定の評価をす
るためには習熟が必要となる。

　現在、平成 21 年に改訂された CTCAE v4.0 が最新版となる。疼痛と経口
摂取の可否（v3.0 での機能 /症状のみ）で評価するため、評価の誤差･バ
ラツキの減少が期待されるが、部位の同定ができない。口腔ケアなどの口
腔支持療法時は情報不足となるため、本マニュアルでは v3.0 で評価する。

口腔粘膜炎 CTCAE v3.0 の副規準

　CTCAE v3.0 の各 Gr の診察所見のみでは判断が難しいため、口腔粘膜炎
の状態をさらに明確に評価できるように、OSC3 で独自に各Gr ごとの診察
所見により詳細な副規準を規定した。

口腔粘膜炎のグレーディング
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1 2 3 4 5

粘膜炎/
口内炎

（診察所見）
粘膜の紅斑 斑状潰瘍ま

たは偽膜

融合した潰
瘍または偽
膜; わずかな
外傷で出血

組織の壊死;
顕著な自然
出血; 生命を
脅かす

死亡

粘膜炎/
口内炎

（機能/症状）

わずかな症
状で摂食に
影響なし

症状がある
が, 食べやす
く加工した
食事を摂取
し嚥下する

症状があり,
十分な栄養
や水分の経
口摂取がで
きない

生命を脅か
す症状があ
る

死亡

Grade
有害事象

有害事象共通用語規準v3.0日本語訳 JCOG/JSCO版 - 2004年10月27日
Common Terminology Criteria for Adverse Events v3.0 (CTCAE v3.0)

図 21　CTCAE v3.0 による口腔粘膜炎の副規準

図 20　CTCAE v3.0 による口腔粘膜炎の重症度評価

粘膜の発赤、浮腫様変化　ただし、びらん・潰瘍の形成を伴わない

斑状で限局的、1個の 大きさは 30mm 未満
限局的とは複数の亜部位をまたがない範囲
複数の亜部位にそれぞれ潰瘍があっても、各部分ごとに散発する場合はGr.2 とする

30mm 以上の広範囲に拡がるもの

複数の亜部位にまたがり拡がるもの　（硬口蓋～軟口蓋、舌の左側～右側まで、等）

口腔内全体に拡がる潰瘍・偽膜

潰瘍面からの持続した出血

広範囲にみとめるコアグラ様痂皮　（表面乾燥等による痂皮の剥がれに伴う出血は除外）

Grade 2 斑状潰瘍または偽膜

Grade 1 粘膜の紅斑

Grade 3 癒合した潰瘍・偽膜 /わずかな外傷で出血

Grade 4 組織壊死 /顕著な自然出血

口腔粘膜炎のグレーディング
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Gr.1　左軟口蓋部の発赤

Gr.1　舌の浮腫様変化

Gr.1　口蓋全体の発赤

Grade 1 の特徴
　発赤や粘膜の蒼白化・白色化、
浮腫様変化など、粘膜に何らかの
変化が起こってり始めているが、
まだびらん･潰瘍の形成までは生
じていない状態。

　口腔内はわずかな症状（少しし
みる、違和感がある）がある程度
で痛みなどはなく、経口摂取には
影響が出ていない。

　しかし、この粘膜の初期変化を
見逃さないことが、以後の対応が
後手に回らないためにとても重要
である。

Grade 1 への対応

口腔内の清潔保持
　　セルフケア指導
　　ブラッシングの励行
口腔内保湿
　　含嗽の励行

粘膜の発赤、浮腫様変化
ただし、びらん・潰瘍の形成を伴わない

Grade 1 粘膜の紅斑

Grade 1

図 22　Grade 1 の口腔粘膜炎
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Gr.2　口蓋と左頬粘膜に潰瘍

Gr.2　右頬粘膜に潰瘍

Gr.2　左軟口蓋部の潰瘍

斑状で限局的、1個の 大きさは 30mm 未満

限局的とは複数の亜部位をまたがない範囲

複数の亜部位にそれぞれ潰瘍があっても、各部

分ごとに散発する場合はGr.2 とする

Grade 2 斑状潰瘍または偽膜Grade 2 の特徴
　上皮のひ薄化･剥落が生じた結
果、粘膜上皮が欠損し、粘膜固有
層が露出した状態。

　口腔内には痛みがあり、経口摂
取にも支障が出始めているが、食
事形態の工夫などで、なんとか食
べることができる。

　この段階では、適切な口腔管理
によって疼痛を緩和し、感染が起
こらないように制御する。口腔粘
膜炎を重症化 (Gr.2 →Gr.3) させな
いことが重要である。

Grade 2 への対応

口腔内の清潔保持の継続
　口腔内の状態に合わせたセルフケ
　ア方法の指導
　医療者による口腔ケアの介入
口腔内保湿
　軟膏･含嗽、保湿剤の励行
疼痛緩和
　経口鎮痛薬の使用
　　・アセトアミノフェン
　　・NSAIDs
　　・短時間作用型オピオイド
　局所麻酔薬の使用
　　・含嗽薬
　　・軟膏 図 23　Grade 2 の口腔粘膜炎

Grade 2
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Gr.3　左頬粘膜に潰瘍・潰瘍

Gr.3　口蓋垂周囲に潰瘍・偽膜

Gr.3　口蓋部の潰瘍

Grade 3 の特徴
　口腔粘膜炎がさらに進行し、潰
瘍が広い範囲に拡大した状態。わ
ずかな刺激で容易に出血する。接
触痛や嚥下時痛が強いため、経口
摂取がほぼ困難となる。

疼痛緩和に注力し、敗血症などの
全身感染が起こらないように局所
制御を継続する。

Grade 3 への対応

口腔内の清潔保持の継続
　医療者による口腔ケアの介入　
　含嗽の励行
疼痛緩和の徹底
　鎮痛薬
　・アセトアミノフェン
　・NSAIDs
　・長時間作用型オピオイド
　・レスキュードーズの併用
　局所麻酔薬の使用
栄養管理
　PEG( 胃瘻 ) や経鼻胃管の使用

Grade 3
癒合した潰瘍・偽膜
わずかな外傷で出血

30mm 以上の広範囲に拡がるもの

複数の亜部位にまたがり拡がるもの

範囲が大きく、複数亜部位にわたる潰瘍の場合、

嚥下障害や強い疼痛と関連する

Grade 3

図 24　Grade 3 の口腔粘膜炎
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Gr.4　広範囲に拡がる出血

Gr.4　口蓋全体に拡がる偽膜

口腔内全体に拡がる潰瘍・偽膜

潰瘍面からの持続する出血

広範囲にみとめるコアグラ様痂皮
（表面乾燥等による痂皮の剥がれに伴う出血は除外）

Grade 4
組織壊死
顕著な自然出血Grade 4 の特徴

　口腔粘膜炎が悪化、範囲拡大し
て重症化し、組織壊死、顕著な自
然出血を来たし、生命を脅かす状
態。

　抗がん治療は中止し、有害事象
に対して積極的な治療を行うこと
が求められる。

Grade 4 への対応

抗がん治療の中止
有害事象への積極的な治療
口腔内の清潔保持の継続
　医療者による口腔ケアの介入
　敗血症 ( 全身感染症 ) の予防
疼痛緩和
　オピオイド持続静注の使用
栄養管理
　PEG( 胃瘻 ) や経鼻胃管の使用
　中心静脈栄養の使用

図 25　Grade 4 の口腔粘膜炎

Grade 4
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抗がん剤の種類 作用機序

トポイソメラーゼ阻害薬 トポイソメラーゼを阻害することで、ＤＮＡの複製過
程を阻害し、細胞分裂を停止させる

白金化合物 DNAの複製･転写を阻害し、がん細胞をアポトーシス
へ導く

代謝拮抗薬 ＤＮＡ及びＲＮＡ合成に必要な酵素を阻害する

微小管阻害薬 細胞分裂に重要な働きをする微小管に作用し、細胞の
分裂を阻害する

アルキル化薬 核酸をアルキル化することでＤＮＡの働きを阻害し、
増殖中の細胞を傷害する

抗がん性抗生物質 微生物によって産生された細胞発育の阻害物質で、核
酸の機能および合成に障害をもたらす

一般名 商品名 対象となるがん
抗がん性抗生物質

ブレオマイシン

ドキソルビシン

リポソーマルドキソルビシン

エピルビシン

イダルビシン
アクチノマイシンD

ブレオ

ダウノルビシン ダウノマイシン

アドリアシン

ドキシル

ファルモルビシン

イダマイシン
コスメゲン

皮膚がん、頭頸部がん、肺がん
悪性リンパ腫、食道がん、など

急性白血病

悪性リンパ腫、消化器がん、
骨肉腫、膀胱腫瘍、乳がん、など

卵巣がん、など

急性骨髄性白血病

急性白血病、悪性リンパ腫、
乳がん、卵巣がん、胃がん、など

ウイルムス腫瘍、絨毛上脾腫

抗がん剤　一覧

表 3　殺細胞性抗がん剤　一覧１

表 2　殺細胞性抗がん剤の種類と作用機序
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殺細胞性抗がん剤
  細胞が分裂して増殖する過程に作用することで抗がん作用を発揮する薬
剤。以下に、口腔粘膜炎の発症頻度の高い薬剤をまとめた。
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一般名 商品名 対象となるがん
トポイソメラーゼ阻害剤

エトポシド ベプシド、ラステット 小細胞肺がん、悪性リンパ腫、
急性白血病、睾丸腫瘍、など

イリノテカン
イリノテカン
カンプト
トポテシン

小細胞肺がん、非小細胞肺がん、
子宮頚がん、卵巣がん、胃がん、
大腸がん、悪性リンパ腫、など

代謝拮抗薬
フルオロウラシル 5-FU、ルナポン 胃がん、大腸がん、乳がん、など

テガフール･ギメラシル･
オテラシルカリウム TS-1 胃がん、大腸がん、頭頸部がん、

非小細胞肺がん、膵がん、など

テガフール･ウラシル UFT 頭頸部がん、胃がん、大腸がん、
肝がん、膵がん、肺がん、など

トリフルリジン･チピラシル ロンサーフ 大腸がん

メトトレキサート メトトレキサート 肉腫、悪性リンパ腫、など
カペシタビン ゼローダ 乳がん、胃がん、大腸がん、など

シタラビン キロサイド 急性白血病、悪性リンパ腫、など

ゲムシタビン ジェムザール 膵がん、非小細胞肺がん、乳がん
尿路上皮がん、卵巣がん、など

ヒドロキシカルバミド ハイドレア 慢性骨髄性白血病、真性多血症

アルキル化薬

メルファラン アルケラン 白血病、多発性骨髄腫、悪性リン
パ腫、小児固形腫瘍、など

ブスルファン ブスルフェクス
マブリン散

慢性骨髄性白血病、真性多血症

シクロホスファミド エンドキサン 多発性骨髄腫、悪性リンパ腫、
肺がん、乳がん、急性白血病、
子宮頚がん、子宮体がん、など

白金化合物

シスプラチン シスプラチン、ランダ
ブリプラチン、プラトシン

肺がん、消化器がん、婦人科がん
泌尿器系のがん、など

抗がん剤　一覧
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表 4　殺細胞性抗がん剤　一覧２

が
ん
治
療
総
論

が
ん
外
科
手
術

が
ん
薬
物
療
法

頭
頸
部
放
射
線
療
法

化
学
放
射
線
療
法

緩
和
ケ
ア

参
考
資
料

薬
剤
関
連
顎
骨
壊
死

(

Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ)

●  全国共通がん医科歯科連携講習会テキスト（第二版）●

参考資料　189 190　参考資料 参考資料　191 192　参考資料 参考資料　193 194　参考資料 参考資料　195 196　参考資料 参考資料　197 198　参考資料

参考資料　199 200　参考資料 参考資料　201 202　参考資料 参考資料　203 204　参考資料 参考資料　205 206　参考資料 参考資料　207 208　参考資料

参考資料　209 210　参考資料 参考資料　211 212　参考資料 参考資料　213 214　参考資料 参考資料　215 216　参考資料 参考資料　217 218　参考資料

参考資料　219 220　参考資料 参考資料　221 222　参考資料 参考資料　223 224　参考資料 参考資料　225 226　参考資料 参考資料　227 228　参考資料

参考資料　229 230　参考資料 参考資料　231 232　参考資料 参考資料　233 234　参考資料 参考資料　235 236　参考資料 参考資料　237 238　参考資料

参考資料　239 240　参考資料 参考資料　241 242　参考資料 参考資料　243 244　参考資料 参考資料　245 246　参考資料 参考資料　247 248　参考資料

参考資料　249 250　参考資料 参考資料　251 252　参考資料 参考資料　253 254　参考資料 参考資料　255 256　参考資料 参考資料　257 258　参考資料

参考資料　259 260　参考資料 参考資料　261 262　参考資料 参考資料　263 264　参考資料 参考資料　265 266　参考資料 参考資料　267 268　参考資料

参考資料　269 270　参考資料 参考資料　271 272　参考資料 参考資料　273 274　参考資料 参考資料　275 276　参考資料 参考資料　277 278　参考資料

参考資料　279 280　参考資料 参考資料　281 282　参考資料 参考資料　283 284　参考資料 参考資料　285 286　参考資料 参考資料　287 288　参考資料

参考資料　289 290　参考資料 参考資料　291 292　参考資料 参考資料　293



一般名 商品名 対象となるがん

一般名 商品名 対象となるがん
微小管阻害薬

パクリタキセル

ドセタキセル

エリブリン

タキソール
パクリタキセル

パクリタキセル
（アルブミン懸濁型）

アブラキサン

タキソテール
ワンタキソテール
ドセタキセル

ハラヴェン

非小細胞肺がん、乳がん、胃がん
卵巣がん、子宮体がん、など

乳がん、胃がん、膵がん、
非小細胞肺がん

非小細胞肺がん、子宮体がん、
卵巣がん、乳がん、前立腺がん、
頭頸部がん、食道がん、など

乳がん

分子標的薬
アファチニブ ジオトリフ 非小細胞肺がん
アキシチニブ インライタ 腎細胞がん
エベロリムス アフィニトール 乳がん、腎細胞がん、など

テムシロリムス トーリセル 腎細胞がん
ラパチニブ タイケルブ 乳がん
トラスツズマブ ハーセプチン 乳がん、胃がん
セツキシマブ アービタックス 大腸癌がん、頭頸部がん
パニツムマブ ベクティビックス 大腸がん
ゲムツズマブオゾガマイシン マイロターグ 急性骨髄性白血病

スニチニブ スーテント GIST、腎細胞がん、など

抗がん剤　一覧

表 6　分子標的型抗がん剤　一覧

表 5　殺細胞性抗がん剤　一覧 3

30

分子標的型抗がん剤
  がん細胞に存在する特殊な物質のみを標的として、特異的に作用するこ
とで、抗がん作用を発揮する薬剤。口内炎を発症するものをまとめた。
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口腔ケア薬剤

表 7　口腔ケア薬剤　一覧１
31

生理食塩水 NaCl 4.5g 
水500mL!

NaCl 4.5g を 
水500mL 
に溶かす 

含嗽
水 

口腔ケア
介入が困
難な程の
重症口内
炎、 
口腔乾燥 

1日5回～8回、頭頚部領域の放射線化学
療法、造血幹細胞移植時の重症口内炎に
使う。口内炎で疼痛が強い場合も、粘膜
の刺激が少なく含嗽できる。 

ハチアズレ ハチアズレ5包/日 

1回2ｇを 
水もしくは微温
湯100mL 
に溶かす 
(2%重曹水） 

含嗽
水 

手術周術
期の口腔
ケア、咽
頭炎、扁
桃炎、 
口内炎 

1日5回～8回、一般的な軽度の口内炎、
粘膜炎に使う　粘膜保護、創部治癒促進
作用があるが、消毒作用はない。 

オキシドー
ル 

オキシドール３%標
準 

口腔内局所消毒
時は2～3倍希釈　　　　　　　
洗口時は10倍か
ら20倍希釈 

含嗽
水 

口腔粘膜
消毒、口
内炎洗口、
舌苔 

1日5回～8回もしくは口腔内清掃処置時
に、口腔粘膜出血、口腔乾燥による痂皮
付着、舌苔の付着時の口腔清掃または洗
口に使う。痂皮除去時の剥離を容易にす
る。 

アイスボー
ル 水 

　氷皿に水を入
れ冷凍庫で氷玉
つくる 

氷玉 

放射線ま
たは化学
療法によ
る口腔粘
膜炎 

1日5回～8回氷玉を使って、口腔内を
クーリング。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
口腔内で、1回に3個から5個をゆっくり
口腔内で溶かし飲み込む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
注意　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ハチアズレを氷らすと苦いので、ハチア
ズレは入れない 

食塩水・ 
キシロカイ
ン 

NaCl 9g   
水1000mL　　　　　　　　　　　　　　　 

※4%キシロカイン   
+５mL､ 
+10mL､ 
+15mL 

食塩水に対して
キシロカインを

添加 
含嗽
水 

放射線ま
たは化学
療法によ
る口腔粘
膜炎、咽
頭炎、食
道炎 

放射線性口内炎、化学療法による口内炎
の疼痛、咽頭炎による嚥下痛に使う。食
事の口内痛は毎食前（直前）に含嗽する。
（これは、グリセリンの味が嫌いな患者
に使用するとよい） 
1回20mLを口腔内に含みゆっくり口腔内
でクチュクチュ含嗽２分間。 

ハチアズ
レ・ 

グリセリン 

ハチアズレ5包　 
グリセリン60mL 
水500mL 

ハチアズレ5包
とグリセリン
60mLを 

水500mLに溶
かす 

含嗽
水 

口腔内乾
燥症、放
射線治療
による唾
液分泌減
少時の口
腔乾燥 

１日５～８回　口腔乾燥があり、かつ　
口内炎、咽頭炎発症時に使用する。グリ
セリンの味が少し甘い。疼痛ある時は、
キシロカイン入りの含嗽に変更したり、
併用する。 

ハチアズ
レ・ 
グリセリ
ン・ 

キシロカイ
ン 

ハチアズレ5包 
グリセリン60mL　
水500mL 

※4%キシロカイン   
+５mL､ 
+10mL､ 
+15mL 

上の含嗽水に対
してキシロカイ
ンを添加 

含嗽
水 

口腔内乾
燥症、放
射線治療
による唾
液分泌減
少時の口
腔乾燥 

放射線性口内炎、化学療法による口内炎
の疼痛、咽頭炎による嚥下痛に使う。食
事の口内痛は毎食前（直前）に含嗽する。 
1回20mLをクチュクチュ含嗽２分間 
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口腔ケア薬剤

表 8　口腔ケア薬剤　一覧２

32

アルロイドＧ 
アルロイドG　 
10mL-20mL
/ 1回 

消化性潰瘍治
療薬 内用液 

食道がん、喉頭が
ん、下咽頭の放射
線治療の咽頭粘膜
炎 

放射線性口内炎、化学療法によ
る咽頭炎による嚥下痛がある場
合　粘膜保護作用、止血作用を
もつ。食前使用で咽頭痛緩和で
きる場合もある。 

アズノール・ 
キシロカイン
軟膏 

アズノール軟
膏５ｇ　 

キシロカイン
ゼリー1mL 

キシロカイン
ゼリー１本
30mLとアズ
ノール軟膏
150ｇを混合
する 

軟膏 
口唇部、頬粘膜部
の放射線、化学療
法時の粘膜炎 

口唇など口腔粘膜炎に直接塗布
する。　　　　　　　　　　　　
持続時間は１０分から１５分と
短い。口内炎が限局し、局所的
に使いたい場合に有効。 

サラジェン 15mg/3回 （１錠５mg） 
口腔乾燥症状
改善薬 錠剤 

頭頸部の放射線治
療に伴う口腔乾燥
症状の改善 

1回5mgを1日3回、食後に経口
投与する。 投与後１時間ぐらい
で唾液分泌促進される。6～７割
の患者に口腔内乾燥症状の軽減
ある。有害事象は発汗がある。 

ハイザック 

舌表面にスプ
レーで噴霧も
しくは溶液を
舌表面に綿球
で塗布 

口臭予防剤 
口腔内噴
霧または
塗布 

舌苔が多く口臭が
強い場合または終
末期の口呼吸によ
る口臭 

舌の表面につく細菌が分解して
できる揮発性硫化水素を亜鉛に
より分解する。口腔内に腫瘍が
増大し、組織壊死によるにおい
が強い場合もそれなり効果があ
る。１日３回くらいの使用で口
臭コントロール可能。 

ペプチザル チューブより適量 
市販口腔粘膜
ゲル状保湿剤 

口腔粘膜
塗布 

頭頸部がん放射線
治療後または大量
化学療法後の口腔
乾燥、ターミナル
期の口腔乾燥症状 

口腔内乾燥が強い場合、保湿時
間がもっとも長く数時間もつ。
放射線による口腔乾燥に効果的。　
キシリトールの甘みがある。 

サンスター 
バトラーSG 
保湿ジェルス
プレー 

スプレーより
適量を直接口
腔内に噴霧 

口腔乾燥症状
の緩和 

口腔内噴
霧または
塗布 
 

頭頸部がん放射線
治療後または大量
化学療法後の口腔
乾燥、ターミナル
期の口腔乾燥症状 
 

口腔乾燥が強いときに使用。
ジェルと違い、スポンジや指に
つけて塗布する手間がいらない。
保湿成分はﾄﾙﾅ-れという保湿成
分。保湿時間は約30分から1時
間ほど。 
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参考になるウェブサイト

参考文献

「口腔粘膜炎 評価 教育プログラム」 
　がん研究開発費 23-A-30 「支持療法の開発と標準化のための研究」 久保田
　班、2012

全国共通がん医科歯科連携講習会テキスト 第一版
　平成 24 年度 厚生労働省･国立がん研究センター委託事業　国立がん研究
　センターがん対策情報センター編、2013

「在宅療養中のがん患者さんを支える口腔ケア実践マニュアル」
　がん研究開発費 23-A-29「がん患者の緩和療法の開発と多施設共同研究シ
　ステムの構築に関する研究」的場班、2014

Ten Cate 口腔組織学 原著第 6版
　Antonio Nanci、川崎堅三ら．医歯薬出版、2006

グレイ解剖学 原著第 1版
　Richard L. Drake、塩田浩平ら．エルゼビア･ジャパン、2007

がん情報サービス（ganjoho.jp）
 http://ganjoho.jp
National Cancer Institute at the National Institutes of Health
 http://www.cancer.gov/
がん情報サイト PDQ® 日本語版（Cancer Information Japan）
 http://cancerinfo.tri-kobe.org
サバイバーシップ ～がんと向き合って～ (Survivor SHIP.jp)
 http://survivorship.jp/
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　本マニュアルは、公益財団法人 大和証券ヘルス財団 平成
26 年度 ( 第 41 回 ) 調査研究助成「がん専門病院歯科で行う周
術期口腔ケア方法の標準化に向けた調査および検討」（研究代
表者 : がん研究会有明病院  歯科部  部長  富塚 健）の助成を受
け、作成されたものです。

　このマニュアルを、故 大田洋二郎先生にささげます。
　われわれOSC3 一同は、大田先生の「口からがん患者さん
の療養生活を支えたい」という思いに共感し、その薫陶を受け、
同じ思いで歯科という立場から、がん患者さんの支持療法に
従事してきました。このマニュアルが、われわれと同じよう
な思いを抱き、口腔粘膜炎に苦しむがん患者さんの口腔をサ
ポートする医療従事者の方々の一助となれば幸いです。
　がん患者さんへの口腔支持療法、がん診療医科歯科連携の
先駆者として多大な功績を残された大田洋二郎先生に、この
場をお借りして心から感謝の意を表します。

謝辞

35

が
ん
治
療
総
論

が
ん
外
科
手
術

が
ん
薬
物
療
法

頭
頸
部
放
射
線
療
法

化
学
放
射
線
療
法

緩
和
ケ
ア

参
考
資
料

薬
剤
関
連
顎
骨
壊
死

(

Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ)

●  全国共通がん医科歯科連携講習会テキスト（第二版）●

参考資料　189 190　参考資料 参考資料　191 192　参考資料 参考資料　193 194　参考資料 参考資料　195 196　参考資料 参考資料　197 198　参考資料

参考資料　199 200　参考資料 参考資料　201 202　参考資料 参考資料　203 204　参考資料 参考資料　205 206　参考資料 参考資料　207 208　参考資料

参考資料　209 210　参考資料 参考資料　211 212　参考資料 参考資料　213 214　参考資料 参考資料　215 216　参考資料 参考資料　217 218　参考資料

参考資料　219 220　参考資料 参考資料　221 222　参考資料 参考資料　223 224　参考資料 参考資料　225 226　参考資料 参考資料　227 228　参考資料

参考資料　229 230　参考資料 参考資料　231 232　参考資料 参考資料　233 234　参考資料 参考資料　235 236　参考資料 参考資料　237 238　参考資料

参考資料　239 240　参考資料 参考資料　241 242　参考資料 参考資料　243 244　参考資料 参考資料　245 246　参考資料 参考資料　247 248　参考資料

参考資料　249 250　参考資料 参考資料　251 252　参考資料 参考資料　253 254　参考資料 参考資料　255 256　参考資料 参考資料　257 258　参考資料

参考資料　259 260　参考資料 参考資料　261 262　参考資料 参考資料　263 264　参考資料 参考資料　265 266　参考資料 参考資料　267 268　参考資料

参考資料　269 270　参考資料 参考資料　271 272　参考資料 参考資料　273 274　参考資料 参考資料　275 276　参考資料 参考資料　277 278　参考資料

参考資料　279 280　参考資料 参考資料　281 282　参考資料 参考資料　283 284　参考資料 参考資料　285 286　参考資料 参考資料　287 288　参考資料

参考資料　289 290　参考資料 参考資料　291 292　参考資料 参考資料　293



がん治療における口腔支持療法のための

OSC3 口腔粘膜炎評価マニュアル
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著　　　者　Oral Supportive Care for Cancer Committee
発　行　者　富塚 健
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■　論文集
 　『健康長寿社会に寄与する歯科医療・
    　口腔保健のエビデンス2015』

      3．口腔保健と生活習慣病、非感染性疾患
　　3）がん―がん治療における口腔ケアの役割―
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Ⅱ課題別エビデンス  項目別レビュー

3. 口腔保健と生活習慣病，非感染性疾患
 （NCDs，非伝染性疾患）
3）がん
 －がん治療における口腔ケアの役割－
上野 尚雄1， 百合草 健圭志2
1：国立がん研究センター中央病院　2：静岡県立静岡がんセンター

【抄録】
　がん治療中には口腔に起因する様々な有害事象が高
頻度で生じ，患者の苦痛を増やすだけでなく，がん治
療そのものにも悪影響を与える．がん患者の口腔の健
康状態は，口腔合併症の発生率・重症度に関連してお
り，がん治療開始前からの効果的な口腔衛生管理は，
口腔合併症のリスク軽減に寄与し，円滑ながん治療を
行うための重要な支援となる．

【緒言】
　1981 年以降がんは日本人の死因の第 1位を占める
疾患であるが，治療の進歩，新規薬剤の開発によっ
て，早期発見・治療により治癒が望める，あるいは長
く共存できる疾患となりつつある．最近のがん治療は
強力にかつ徹底的に行われるため，付随して起こる副
作用や合併症の問題も深刻になってきており，がん治
療の副作用対策は治療の成功のために欠かせないもの
となっている．これらの副作用，合併症を緩和・軽減
することが，苦痛を軽減し，がん治療の療養生活の質
を高めるだけでなく，がんの治療予後にも良好な影響
を及ぼすことが報告されており，円滑な治療をサポー
トするがん治療中の栄養管理，感染制御，疼痛緩和と
いった「支持療法」ががん医療の現場で重要視されて
きている．
　がん治療中には口腔に関連する副作用が出現する 1．
その頻度は高く，抗がん剤治療を受ける患者の約 40％，
造血幹細胞移植を受ける患者の 80%，口腔周辺に放
射線治療を受ける患者にはほぼ全例において口腔に何
らかのトラブルが発生すると報告されている 2,3．口
腔合併症は経口摂取の問題の直結し，また誤嚥性肺炎
をはじめとした様々な感染の源になることで全身状態
を悪化させ，時にはがん治療の完遂を妨げて治療の予
後にまで悪影響を与える．

　がん治療に付随して生じる口腔合併症の発症頻度や
その重症度は口腔内細菌による影響が少なくないとさ
れており 4，口腔内の衛生状態を良好な状態に維持し，
口腔の機能を健全に保つよう支持，管理する「口腔機
能管理（口腔ケア）」が，がん支持療法としての一翼
を担っている 5-7．
　本稿ではがん治療と口腔の関係，特に治療に付随し
て生じる口腔合併症についてと，その対策としての口
腔機能管理の意義についてレビューする．

【目的】
　がん治療の副作用として生じる口腔合併症の内容や
頻度，がん治療に及ぼす悪影響について，またその対
策として歯科が口腔機能管理を行うことについての文
献検索を行い，この検索から得られた情報を整理する
ことを目的とする．

【方法】
　インターネット（Pubmed）を利用した検索によっ
て文献の渉猟を行った．文献の検索期間は 2014 年１
月～ 2014 年３月とした．また検索から得られない文
献を収集するためにハンドサーチも実施した．文献の
公表年度には制約は設けなかった．得られた情報の中
からガイドライン，メタ解析，システマティックレ
ビュー，ランダム化比較試験などエビデンスレベルが
高い文献を中心に内容を整理した．

【結果】
1. がん治療に伴い発症する口腔合併症の頻度とリスク
１）骨髄抑制期の歯性感染症
　殆どの抗がん剤レジメンはその程度は異なるものの
骨髄抑制の有害事象があり，がん治療中に免疫が低下
した易感染状態となる時期を迎える．う蝕の存在，無
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3. 3） がん

処置の歯性感染病巣や歯周病は，潜在的な感染リスク
であり，このような慢性化した歯性感染症が骨髄抑制
期に急性化し，特に全身感染症に進行して死亡も含め
た治療予後に重大な影響を及ぼす可能性があると考え
られている 8,9．
 ・ 造血幹細胞移植患者を予定する 48人の口腔内を診
察したところ，29%に歯周炎，60%に歯肉炎が認
められた．治療中の好中球減少期に，患者の 96%
で発熱を認め，そのうち 29％は血中から菌が同定
された．コアグラーゼ陰性ブドウ球菌が最も多く検
出された．口腔粘膜炎は患者の 89.6% に影響を及
ぼし，歯肉炎または歯周炎の患者は粘膜炎の頻度が
高かった 10．

 ・ 血液がん患者 46 人に起こった 78 回の熱性発作を
調査したところ，92％は急性感染症によるもので，
残り 8%で感染の確定診断はつかなかった．口腔内
の急性感染症は発熱患者の 78%に見られ，14%で
は口腔内が熱源と考えられ，26%で口腔内が熱源
の可能性があると考えられた 11．

 ・ 非リンパ性白血病の患者 38人の治療中の全身感染
症を精査したところ，12 人（38%）は口腔に感染
源と考えられる感染病巣をもち，その 12人のうち
の 7人（58％）は口腔以外に熱源が見当たらなかっ
た（歯周組織 36% ；口腔粘膜 18% ；歯牙 5%以下； 
肺 18%；皮膚 9%；咽頭，耳介，不明 5%以下）．
口腔内の感染巣（特に歯周病）は白血病患者の全身
合併症に関与すると思われた 12．

 ・ 化学療法を受ける悪性リンパ腫の患者 56人の患者
の調査では，化学療法（5.2 カ月の持続時間を意味
する）の間，26 人の患者（46%）が 38 回の熱性
発作を経験した．42%の患者は，口腔以外の感染
源は全く検出できなかった．重度の歯性感染症が，
熱性発作の患者に多く見られた（P=0.02）．中等度
～重度の歯肉炎は 58%の患者に観察された 13．

 ・ 免疫不全の血液がん患者 46 人の 78 回の熱性発症
を調査したところ，敗血性を発症した患者のうち，
10.5% は口腔内が熱源であり，31.6% は口腔内に
熱源の可能性がある病巣があった．歯性感染症の予
防管理が，全身感染症，死亡率の減少に寄与する可
能性が示唆された 14．

　骨髄抑制期の全身感染症の起因菌を同定し，実際に
口腔内細菌である割合が高いことを示すレビューも報

告されている 15．
 ・ 骨髄移植を予定している 181 人の患者に治療開始
前の歯科スクリーニングを行ったところ，53 人の
患者（29%）は治療を必要とする歯の慢性感染病巣
があり，10人（6%）は歯性感染症のために移植が
延期された．好中球減少期の敗血症は 59人に認め
られ，そのうち 24人（41%）は起因菌が口の微生
物であると同定された 16．

 ・ 骨髄破壊的同種造血幹細胞移植を行った患者 61人
の調査では，好中球減少期の菌血症は 31人に生じ，
そのうちの 19 人（ 61％）は口腔内常在菌である
ビリダンス連鎖球菌が起因菌として同定された 17．

　また，口腔内に起因する感染は一般細菌だけでなく，
カンジダ（真菌）やヘルペス（ウイルス）などによる
リスクが上がることが報告されている．
 ・ すべてのがん治療における臨床症状のある口腔真菌
感染症の有病率は，治療前 7.5％，治療中 39.1％ ，
終了後 32.6％であり，真菌の経口保有率は，治療
前48.2％ ，治療中の72.2％ 及び治療後70.1％だっ
た．頭頸部放射線治療と化学療法は，それぞれ独立
して口腔真菌感染症リスクの有意な増加と関連して
おり，がん治療中は口腔真菌感染症の危険性が高く
なることが示された 18．

 ・ 化学療法や放射線治療を受けるがん患者で口腔カン
ジダ症の罹患率を調査したところ，カンジダ感染の
全体での罹患率は 9.6%（95%信頼区間（8.4% ～
11.0%））で，化学放射線療法の患者では 22.0%で
あった 19．

 ・ 血液悪性腫瘍に対して抗がん剤治療中の患者で，好
中球減少期の口腔潰瘍からのヘルペスウイルスの検
出率は 33.8％であった．血液悪性腫瘍の治療を受
けた好中球減少症患者は，ウイルス感染の危険性が
高いと考えられた 20．

 ・頭頸部がん放射線治療中の患者の単純ヘルペスウイ
ルス 1型の発症率を調べたところ，29.1%でウイル
スが分離された 21．

２）口腔粘膜炎
　口腔粘膜炎は，がん薬物療法による非血液毒性の中
でも発症頻度が高く，がんの種類や抗がん剤の内容に
よってその発症頻度や重症度の差はあるものの，殆ど
の抗がん剤で発症が認められ 22-25．また放射線治療で
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Ⅱ課題別エビデンス  項目別レビュー

は口腔が照射野に含まれた場合に口腔粘膜炎は必発で
あり，またその程度も薬物療法による粘膜炎と比較し
てより重症化，遷延する傾向がある．口腔粘膜炎は疼
痛により患者を苦しめるだけでなく，重症化すると経
口摂取を妨げて低栄養や脱水を来たし，また潰瘍部の
二次感染から敗血症などの全身感染症の原因となるな
ど 26，局所の問題にとどまらず，がん治療そのものに
も悪影響を及ぼして生命予後を左右し，また医療経済
的な負担も大きい 27-29．

 ・ 移植患者 429 人の調査では，口腔粘膜炎は 425 人
（99%）の患者に発現し，289 人（67.4%）は重症
（グレード３, ４）の口腔粘膜炎であった．多変量解
析では，口腔粘膜炎の唯一の独立危険因子は前処置
レジメンの違い（P<0.00005）であった 30．

 ・ 血液がん患者 281 人の後ろ向き調査では，患者の
76％はグレード ２以上の粘膜炎を経験した．口腔
粘膜炎のグレードは，完全静脈栄養（TPN）の日数，
鎮痛剤の量，発熱日数，重大な感染の発症率，入院
期間と有意に関連した 31．

 ・ 高用量メルファランによる移植前処置を受けた多発
性骨髄腫の患者 115 人の後ろ向き研究では，患者
の 48％はグレード２以上の粘膜炎を経験し，粘膜
炎のグレードは，TPNの日数，鎮痛剤の量，入院
期間と有意に関連した（p<0.05）32．

 ・ 口腔粘膜炎の重症度は，発熱（P<0.1），重篤な感
染症（P<0.1），TPN 日数（P<0.001），オピオイ
ドの使用（P<0.001），入院期間（P<0.1），入院費
用（P<0.1），死亡率（P<0.001）と相関した 27．

 ・ 頭頸部放射線治療において口腔粘膜炎は患者の
91%で生じ，66%はグレード３, ４であった．口腔
粘膜炎の有無は疼痛（54%対 6%：p < 0.001），５％
以上の体重減少（60%対 17%：p < 0.001）と有
意に相関し，粘膜炎の重症度に従い 1,700 ドル～
6,000 ドルの追加費用が必要とされた 33．

 ・ 頭頸部放射線治療による口腔粘膜炎の平均発生率は
80%で，粘膜炎による入院は 16%，患者の 11％は
粘膜炎を理由に治療を中断していた 34．

 ・頭頸部がん放射線治療患者の29～ 66%に重症（グ
レード３以上）の口腔粘膜炎の発症を認めた 35．

３）薬剤に関連する顎骨壊死（Medication-Related 
Osteonecrosis of the Jaw： MRONJ）

　がんの骨転移がある患者の骨折予防，症状緩和に使
用されるビスフォスフォネート製剤や抗ランクル抗体
といった骨修飾薬や，血管新生抑制作用を持つ分子標
的薬の長期使用により，MRONJ の発症が報告されて
いる．ビスフォスフォネート製剤による骨壊死は，薬
剤の累積使用量に比例して発症リスクが上がり，単回
～少数回投与（高カルシウム血症への投与など）の場
合はリスクは低いが，継続使用が6カ月を超えたあた
りから発症頻度が上がり，最終的には 1～ 2%程度と
報告されている．抗ランクル抗体による発症頻度はビ
スフォスフォネート製剤と同等かやや高い．骨壊死が
進行すると疼痛などで患者QOLを著しく下げるだけ
でなく，治療抵抗性のため対応に難渋することが多く，
臨床上の大きな問題となっている．

 ・ ビスフォスフォネート製剤使用の既往があ
る 80 人を対象とした前向き研究では，22 人
（28%）がビスフォスフォネート関連顎骨壊死
（Bisphosphonate-Related Osteonecrosis of the 
Jaw: BRONJ）を発症した．発症部位は下顎骨が13
人（59%）と最も多く，上顎骨は 6人（27%），両
顎に発症したのが 3人（14%）であった．BRONJ
の原因は抜歯後が 17人（77%）と最も多かった（P 
< 0.001）が，原因不明で発症した症例も 5人（23%）
認められた 36．

 ・ がん患者における BRONJ の有病率は 13.3％と高
い可能性がある 37．

 ・ BRONJ の発症頻度に関するシステマティックレ
ビューでは，発症頻度は研究全体で 6.1％，追跡調
査が報告されている研究で 13.3％，追跡調査が報
告されていない研究で 0.7％，疫学研究で 1.2％で
あった 38．

 ・ 乳がん骨転移患者のデマスマブ（抗ランクル抗体）
による顎骨壊死の発症頻度は，ビスフォスフォネー
ト製剤とほぼ同等であった（デノスマブ：2.0%，
ゾレドロン酸：1.4%；P = 0.39）39．

 ・ ゾレドロン酸の投与を受けた多発性骨髄腫の患者
300人の調査の結果，BRONJは14人の患者（4.7%）
に発症した 40．

2. 頭頸部がん放射線治療後の晩期障害
１）放射線性顎骨壊死（Osteoradionecrosis of the 
jaw: ORN）
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3. 3） がん

　放射線照射野内の顎骨は，抜歯などの外科的侵襲や
歯牙由来の感染，不適合義歯による粘膜損傷などを原
因として容易にORNを発症する．下顎臼歯部が好発
部位である．これは照射により顎骨内の血管がダメー
ジを受け血流が減少，組織の低酸素化から修復治癒の
遅延を起こすためと言われている．特に不用意な抜歯
を契機としてORNを発症することが多く，重篤にな
ると皮膚瘻形成，病的骨折などを生じ，外科的な切除
を要することもある 41．
 ・ 頭頸部がん患者におけるORNの有病率に関する
システマティックレビューでは，ORNの加重有病
率は，従来の放射線治療で 7.4％，強度変調放射線
治療（IMRT）で 5.1％ ，化学放射線療法で 6.8％ ，
組織内照射療法で 5.3％であった 42．

 ・ 照射野の抜歯後のORNの総発生率は 7%で，放射
線量が 60 Gy を超える患者に対する放射線照射野
の下顎臼歯の抜歯が最もリスクが高かった 43．

 ・ 頭頸部放射線治療を受けた 830 人を対象とした後
ろ向き研究では，ORNの発症率は 8.2％で，男性
に多く下顎の臼歯部に好発した．50%は抜歯を契
機に発症していた．ORNの 40％は手術や抗生物質
の投薬を用いて完全に治癒していた 44．

 ・ ORNの患者 80 人を調査したところ，半数以上が
抜歯を契機に発症していた．しかし 1/3 は前触れ
なく発症していた．74%は放射線治療後３年以内
に発症した（しかし抜歯に起因するものは時期に関
係がなかった）．殆どが初発時は無症状であった 45．

 ・ ORNを発症した 104 人の調査では，好発部位は下
顎骨 99 例（95.2%），上顎骨 5例（4.8%）であっ
た．93 例（89.4%）は抜歯により誘発され，11例
（10.6%）は自然発生した．保存的な治療によって
34 例（32.6%）は完全に治癒し，44 例（42.3%）
は症状が安定，慢性化した．26 例（25.1%）は進
行が止まらず重篤化した 46．

２）放射線性う蝕
　放射線治療後の口腔内は，唾液分泌の低下や口腔細
菌叢の質的変化などの治療による影響で，う蝕誘発性
が上がっており，歯の喪失リスクが高い 47．
 ・ 放射線治療を通して歯を喪失する割合は，97％は
う蝕が原因であった 48．

 ・ 放射線治療の開始前から終了後の口腔内の状態に対
する後ろ向き研究では，放射線治療開始前の患者の

57.9% に歯科的な問題があり（歯周病 41.0%，根
尖病巣 21.2%，う蝕 12.0%，カンジダ 7.2%，未萌
出歯 5.8%，口腔乾燥 9.1%），治療開始前の患者の
50.2% が抜歯を必要とした．放射線治療中，口腔
粘膜炎は 61.7%，カンジダ感染は 45.8%，口腔乾
燥は 62.6% に見られた．放射線治療後，口腔粘膜
炎の遷延は 19.2%，カンジダ症は 21.1% で確認さ
れた．放射線性う蝕は 11.0%の患者に生じ，ORN
は 5.5%であった 49．

 ・ 935 人の頭頸部放射線治療を受けた患者の口腔の予
防に努めたが，４％に放射線性う蝕，１％に骨壊死
が発症した 50．

3. がん治療に伴う口腔内合併症の対策としての口腔機
能管理の意義について　

　がん治療に付随して生じる口腔合併症の発症頻度や程
度には口腔内の細菌の存在が少なからず影響している 51．
そのため対応として口腔内の衛生状態を良好な状態に
維持し，口腔機能を健全に保つよう支持，管理するこ
とが有効である 52,53．
　歯性感染症に対する口腔管理は予想される骨髄抑制
の程度や期間を考慮した上で，がん治療の開始前に状
況が許す範囲で口腔内の感染病巣の有無の精査・加療
を行うこと，骨髄抑制期中はブラッシングを中心と
した口腔清掃で感染リスクを制御することが推奨さ
れている．特に歯周病はがん治療中に急性感染症を引
き起こすリスクが高く，治療開始前に評価，管理しなけ
ればならない．これら口腔管理ががん治療中の全身合併
症の予防に効果的である可能性が示されている 54-56．
　口腔粘膜炎の口腔管理については，粘膜炎の発症を
完全に抑える予防法や治療法はなく57，疼痛などの症
状を緩和し，二次感染のリスクを下げて治癒を促す対
症療法が中心となる58-65．がん治療中は唾液分泌が障
害され口腔内は乾燥し，嘔気や倦怠感で適切な口腔管
理が困難な状態が重なり，口腔内の衛生状態を良好に
維持することが難しい．しかし状況に合わせた適切な
口腔衛生指導を行い，口腔内を清潔で保湿された状態
に維持するよう努めることで粘膜炎の症状緩和や重症
化の抑制，病悩期間の短縮などが期待できる66-69．
 ・ 血液がんの化学療法中の患者 30人を調査したとこ
ろ，口腔粘膜炎は 21.9% に発症し，うち 4.1％は
グレード３, ４であった．重症（グレード 4）の好
中球減少が口腔粘膜炎のリスク因子であった（P < 
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Ⅱ課題別エビデンス  項目別レビュー

0.001）． 基本的な口腔ケアの施行は口腔粘膜炎の
発症を遅らせる可能性が示唆された 70．

 ・ 造血幹細胞移植を受けた 97人の患者調査では，治
療開始前の口腔健康因子（清掃状態，慢性歯性感染
病巣）が口腔粘膜炎の発生と重症度の予測因子であ
る可能性が示唆された 71．

 ・ 化学療法時の口腔ケア介入により，歯肉出血及びプ
ラーク指数の値がほぼすべての患者で大幅に減少し
た ． 口腔粘膜炎の発生率は非介入群で66％であっ
たが介入群で20％であった．口腔ケアは化学療法に
よる口腔粘膜炎の発生率を下げる可能性がある72．

 ・ 化学療法を行う小児がん患者の口腔粘膜炎に対する
予防的口腔ケアのプロトコルの有効性を明らかにす
るための前向き比較研究では，口腔ケアプロトコル
により潰瘍を伴う粘膜炎の発生率が 38％減少した．
口腔粘膜炎の重症度（P=0.000002）と関連疼痛（p= 
0.0001）も介入により大幅に減少した 73．

 ・ 造血幹細胞移植患者への口腔ケアの指導後，口腔粘
膜炎の発生が明らかに減少した．多重ロジスティッ
ク分析では，前処置レジメンの内容と口腔ケアが口
腔粘膜炎発症の独立した危険因子であった 74．

 ・ 造血幹細胞移植患者の 87% に口腔粘膜炎が発症
した．粘膜炎の重症度は，欠如歯数（p<0.016），
DMFS 指数（p< 0.038）によって影響された．治
療開始前の口腔内の状態は，粘膜炎の重症度に影響
する可能性が示唆された 75．

 　口腔ケア介入の有無による粘膜炎の発症率を比較
した before-after の研究では，口腔ケア介入群で
潰瘍を伴う口腔粘膜炎の発症が有意に減少した．口
腔を清潔で保湿された環境に維持するケアによっ
て，造血幹細胞移植患者の口腔粘膜炎を軽減するこ
とができる可能性が示唆された 76．

 ・ 化学療法予定の乳がん患者 26人を対象とした口腔
セルフケア群と予防的専門的口腔ケア群の 2群のラ
ンダム化比較試験の結果では，セルフケア群と比較
して，予防的専門的口腔ケア群では，OAGスコア（口
腔有害事象のスコア）が有意に低かった．乳がん化
学療法中の患者に対する予防的専門的口腔ケア介入
は，口腔粘膜炎のリスクを減少させる可能性が示唆
された 77．

4. 放射線性骨壊死，放射線性う蝕の対策
　ORNのリスクは照射後何年経過しても変わらない

ため，予防的な対応が重要である．照射野内の予後不
良な歯は，治療開始２週間前までに抜歯などの適切な
処置を行う必要がある．また治療終了後も安易な外科
処置はさけ，歯科治療を受けるときは放射線治療医の
許可なく抜歯が行われないよう，患者指導をする．照
射野内の抜歯はORNの強いリスク因子である．放射
線治療後の口腔内はう蝕誘発性が高いため，抜歯を可
及的に回避するためにも継続した歯科口腔管理が重要
である 78-81．

 ・ 頭頸部がん放射線治療後の患者における歯の喪失リ
スクについての後ろ向き調査では，フッ化物によ
る予防的措置が強化された結果，1993 年：19.2％
→ 2005 年：7.8％と，歯の喪失リスクの減少が見
られた 82．

 ・ ORNのリスク因子検索の後ろ向き研究では，放射
線療法後の口腔内の健康状態が，ORNの発症と関
係していた 83．

5. 薬剤関連顎骨壊死（MRONJ）は口腔ケアによって
リスクが軽減する

　MRONJ の発症機序は未だ明らかではないが，口腔
内衛生状態の不良，歯性感染病巣の存在，不適合義歯
の使用，骨修飾薬使用中の抜歯処置が発症の強いリス
ク因子であることが報告されている．治療開始前に口
腔内のリスク因子をできるだけ減らしておくこと，ま
た治療中も継続して口腔内を良好な状態に管理するこ
となどの予防的な対応によってMRONJ の発症リス
クを抑えることが可能であると報告されており 84-86，
諸外国，本邦でのがん診療ガイドラインにおいても当
該薬の使用開始前に歯科を受診し，口腔内スクリーニ
ング並びに適切な口腔管理を行うことが推奨されてい
る 87,88．
 ・ ビスフォスフォネート製剤を長期間使用した患者
1621 例を対象に BRONJ のリスク要因を検討する
ための後ろ向き縦断的コホート試験では，BRONJ
の発生率は0.94%～18.6%であった．多変量解析に
よるBRONJの発生に関連する独立した予測因子は，
抜歯の経験，義歯の使用であった．歯周炎治療，歯
根管治療はBRONJ のリスクを増加させなかった89．

 ・ ビスフォスフォネート投与開始前に歯の予防措
置を実施し，BRONJ の発症リスクを調査した．
BRONJ は 2.9% で観察された．予防プログラムに
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3. 3） がん

より BRONJ の発症は 3.2% から 1.3% まで減少し
た．ゾレドロン酸を使用した患者に限定すると，予
防的歯科介入はBRONJ 発症リスクの減少に有意に
貢献した（7.8%→ 1.7%：P=0.016）90．

 ・ ゾレドロン酸の治療を受けた多発性骨髄腫の患者
128 人を対象として口腔ケアの介入，非介入の２群
に分け BRONJ の発症リスクを調査した研究では，
BRONJ は 16 人（12.5%）に発症したが，非介入
群：8例（26.3%），口腔ケア介入群：2例（6.7%）
（P=0.002）と，口腔ケア介入によって発症リスク
が有意に減少した．また口腔ケア介入群の患者には，
ステージ３のBRONJ は認められなかった 91．

　MRONJ は治癒不能な病態ではなく，早期であれば
保存的な加療により治癒，症状緩和，病状進行の抑制
が可能であると考えられている．粘膜が破綻し腐骨が
露出するMRONJの前駆症状とも言える「ステージ０」
という病態が提唱されており 92，この段階で治療を開
始することでより良好な予後を望める可能性があるた
め，早期発見のための定期的な歯科でのスクリーニン
グが重要である．

 ・ MRONJ の発生率・リスク因子の調査では，5,723
人の患者のうち 89 人（1.6%）にMRONJ が発症
した．そのうちの 61.8% は発症に抜歯が関連して
いた．95%以上がMRONJ に対して保存的な治療
を受け，36%は治癒していた（治癒率：ゾレドロ
ン酸：29.7%，デノスマブ：40.4%）93．

 ・ ビスフォスフォネート製剤を使用した 4,019 人の
患者の後ろ向き調査では，1,338 人中 16 人の乳
がん患者の 16 人（1.2%）と，548 人の多発性骨
髄腫患者のうち 13 人（2.4%）で BRONJ の発症
が認められた．乳がん患者の BRONJ のリスク因
子の検索（多変量コックス比例危険回帰分析）で
は，ゾレドロン酸（HR ＝ 15.01，95%CI：2.41-
93.48：p = 0.0037），抜歯（HR＝53.19，95%CI：
18.20-155.46：p < 0.0001），多発性骨髄腫患者の
BRONJ のリスク因子の検索では抜歯（HR＝ 9.78，
95%CI：3.07-31.14：p = 0.0001），骨粗鬆症（HR
＝ 6.11，95%CI：1.56-23.98：p = 0.0095）であっ
た．口腔内の健康状態と抜歯既往がBRONJ の有意
な危険因子であった．BRONJ 患者の 23%は保存
療法で治癒することができた 94．

 ・ BRONJ の患者 97人の追跡調査では，60人（62%）
は治癒していた．12人（12%）は治癒後にBRONJの
再発を認め，25人（26%）は治癒を認めなかった95．

【考察】　
　口腔ケアを行うことで，がん治療による口腔合併症
を完全に予防できる訳ではない．しかしがん患者の口
腔の健康状態は，口腔合併症の発生率・重症度に関連
しており，効果的な口腔衛生管理は，口腔合併症のリ
スクの軽減に寄与すると期待できる．特に歯性感染症
は，がん治療開始前の事前の歯科チェック，応急処置
そして治療中のブラッシングを中心としたケアでその
発症リスクを軽減することが可能であり，骨髄抑制が
予想される治療における感染制御に有用である．特に
骨髄抑制期の口腔粘膜炎は全身感染症の強いリスク因
子となるため，口腔ケアによる感染管理は重要である26．
　頭頸部放射線治療後の口腔晩期障害で最も重篤なも
のであるORNは，予防的な歯科介入（治療開始前の
予防的な抜歯，治療終了後の定期的な歯科管理など）
により，以前と比較しその発症頻度は抑制されている 96．
しかし未だ一定の頻度で発症し，患者の生活の質を脅
かしている．発症の最も大きなトリガーが照射野内の
抜歯処置であることから，如何に口腔内を健全に保ち
抜歯を回避するかが予防の要であり，口腔管理の責任
は重い．
　MRONJ は骨露出の見られない早期（ステージ０）
での対応が望ましい．ステージ０の初期症状として口
腔内の疼痛，瘻孔形成，排膿といった感染症状の遷延
や，下口唇を含むおとがい部の知覚異常（Vincent 症
状）が報告されており 97,98，このような所見を歯科で
見逃さないこと，定期的な口腔内のスクリーニングや
ケアの介入が重要と思われる．
　がん治療における口腔管理の目的は口腔合併症をゼ
ロにしようとすることではなく，その頻度と重症度を
可及的に抑えることで，がん治療が安全，円滑に，予
定通りに進むよう支援することである．がん治療中の
感染リスクを管理し，経口摂取を支援し栄養管理の一
助となり，疼痛を緩和して療養生活を苦痛が少ないも
のになるよう援助する，このような「がん支持療法」は，
がん治療の完遂率を上げ，ひいては治療予後に貢献す
ることができる 99．がん治療における口腔ケアのエビ
デンスは，いまだ十分ではない部分も多々あるが，そ
れを踏まえた上でも，口腔内を清潔にし，口腔機能を
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保つことの重要性は否定されるものではない．しかし
口腔ケア介入の具体的な内容や頻度などは報告により
様々であり，今後は統一された対応，コンセンサスの
獲得，ガイドラインの作成が必要と考えられた．

【結論】
　がん治療に付随して生じる口腔有害事象は，円滑な
がん治療を妨げ，時に患者の生命予後にも影響する．
がん治療開始前からの適切な口腔衛生管理は，口腔有
害事象の発症リスクの軽減や，その重症度の軽減に有
用である．

【利益相反】
　本論文には利益相反に相当する事項はない．
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■　論文集
 　『健康長寿社会に寄与する歯科医療・
       口腔保健のエビデンス2015』
      
      9．歯科医療の効果
　　1）口腔ケアが手術後の治癒期間、
           状態に与える影響（多職種連携含む）
        ―外科手術の周術期管理における口腔ケアの役割―
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Ⅱ課題別エビデンス  項目別レビュー

【抄録】
　外科手術の周術期の合併症を抑制することは，治療
予後の改善のみならず医療経済的にも重要な意味を持
つ．術後合併症には，口腔内の環境（衛生状態，歯科
疾患など）に関連して生じるものもあり，周術期に口
腔管理を行うことで，肺炎など感染性合併症のリスク
を軽減し，また手術後の経口摂取再開を支援して，手
術後の回復の一助とすることが期待できる．

【緒言】
　手術は身体に大きな侵襲を加える治療である．質の
高い医療を提供するためには，出来る限り術後合併症
をおさえ，なるべく早期の回復を目指すことが求めら
れる．そのためには主治医である外科の医師だけでな
く，あらゆる職種がチームとなって患者を支え，手術
に取り組むアプローチが必要である．その中で術後合
併症のリスクを減らし，早期の退院を可能とするため
に，歯科医師，歯科衛生士といった歯科医療従事者が
行う周術期の歯科支持療法，口腔ケアの意義が注目さ
れている１．
　外科手術の周術期は口腔内の衛生状態が悪化しやす
く，全身状態の低下とも相まって，容易に口腔内の感
染を惹起することがあり，手術前は症状がなかったう
歯や歯肉炎が急性化し，疼痛のために経口摂取を妨げ
たり，あるいは手術後の絶食期間中に歯槽部歯肉が痩
せたり，歯周病が悪化して歯が動揺するようになるこ
とで，義歯の装着ができなくなるなどの問題が生じる
ことがある２．これらは経口摂取の再開を妨げ，ひい
ては手術後の全身状態の回復にも影響することが考え
られる．このようなトラブルを予防するために，可能
であれば手術前に歯科を受診し，口腔衛生状態の改善，
不適合義歯の調整，う歯の仮封などの歯科応急処置を
行っておくことが推奨されている．

　また周術期に口腔管理を行うことで，口腔内細菌が
引き起こす感染性の合併症のリスクを軽減することが
できるというエビデンスが構築されつつある．
　本稿では外科手術の周術期と口腔の関係，口腔機能
管理を行うことで手術後の経過に良好な影響を及ぼす
可能性についてレビューする．

【目的】
　外科手術の周術期と口腔の関係，口腔機能管理を行
うことで手術後の経過に良好な影響を及ぼす可能性，
歯科が周術期に口腔機能管理を行う意義についての文
献検索を行い，この検索から得られた情報を整理する
ことを目的とする．

【方法】
　インターネット（Pubmed）を利用した検索によっ
て文献の渉猟を行った．文献の検索期間は 2014 年１
月～ 2014 年３月とした．検索から得られない文献を
収集するためにハンドサーチも実施した．文献の公表
年度には制約は設けなかった．得られた情報の中から
その内容を整理した．

【結果】
1. 手術を予定している患者の口腔内の状態
　外科手術を予定している患者の多くは，口腔内にう
蝕や歯周病といった歯性感染病巣を潜在的に有してい
る可能性がある．加えて，入院環境におかれた患者の
口腔内の環境は悪化しやすい事が報告されている．
　Terezakis らは，口腔内の状態（プラークの蓄積，
歯肉の炎症，粘膜の状態）は入院中に悪化の傾向を示
すこと，また口腔内環境の悪化は院内感染症リスクと
関係し患者の療養生活の質を低下させると報告し，特
にこの傾向は気管挿管が施行された患者において顕著

9. 歯科医療の効果
1）口腔ケアが手術後の治癒期間，状態に与える影響（多職種連
携含む）

　 －外科手術の周術期管理における口腔ケアの役割－
上野 尚雄1　百合草 健圭志2
1：国立がん研究センター中央病院　2：静岡県立静岡がんセンター
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9. 1） 口腔ケアが手術後の治癒期間，状態に与える影響（多職種連携含む）

であったとしている３．また Sjögren らは，5つの文
献をレビューし，入院中の口腔内はう蝕，プラーク
蓄積，歯茎の炎症，粘膜炎の有意な増加が見られた
事を報告している４．実際の口腔内細菌の調査でも，
Robert らは歯垢のコロニー数は ICU滞在日数に比例
して増加していたと報告している５．
2. 全身麻酔気管挿管に伴う歯の損傷リスク
　侵襲の大きい手術は気管挿管による気道確保を行い
全身麻酔下に行われる．気管挿管時のトラブルとして
起こる歯の脱落，亜脱臼，金属冠の脱離，歯槽骨骨折，
口腔粘膜の損傷などの外傷は，外科手術の周術期の一
般的な合併症の一つである６．
　その発症頻度は，施設によってかなりの差はあるが，
Warner ら７は全身麻酔 4,537 例に１人，Newland
ら８は 2,073 例に１人と報告しており，決して高い頻
度ではないものの，術中の破折片の誤嚥・誤飲のリス
クだけでなく，歯牙鋭縁部がカフを破る原因となった
り，手術後の経口摂取再開を妨げる一因ともなる．歯
の損傷は起こってしまうと完全な回復は難しく，咀嚼
障害，審美性の低下を来たし，治療に要する経済的負
担も大きい．麻酔医に対して起される医療訴訟の多く
を占めている現実もあり，決して軽視できない合併症
である９．
　損傷のリスク因子の検索によると，挿管手技の熟達
度はあまりリスク因子とはならず 10，最も関連する
のは歯の状態の不良で，予定された気管挿管より，緊
急時の気管挿管の際に起こり易いと言われている 11．
Newland ら８は挿管時に状態が悪い歯は，健全
な歯と比べて 20 倍の歯の損傷リスクがあるとし，
Werner ら７は 50 倍と報告している．損傷トラブル
の部位としては上顎前歯部が最も多く，Givol らの報
告 11では歯の損傷の 86%，Vogel ら 12は 75%以上
が上顎前歯であったとしている．
　挿管時の歯の損傷に対するリスクマネジメントで最
も有効なのは，挿管，抜管時だけでなくバイトブロッ
ク固定時など口腔内操作の際には愛護的操作を心がけ
る事，全身麻酔手術の前に歯科を受診し，口腔内の診
察を受け，歯の動揺，孤立歯，萌出位置がチューブ操
作の邪魔になりそうな歯（歯並びの不良：特に上顎前
部が前方に突出しているような状態）を事前に把握し，
応急処置（動揺歯の固定処置や事前の抜歯）を受ける
こととされている 12．歯列保護のためのマウスピース
の作成も，挿管の邪魔にならないようであれば有効で

あり推奨されている．
3. 心臓血管手術における口腔ケア
　心臓血管手術を受けた患者は，感染性心内膜炎や慢
性感染病巣の急性化，肺炎など感染症のリスクが高く
なることが知られている．う蝕の存在，無処置の歯性
感染病巣や歯周病は，潜在的な感染リスクであり，感
染が心臓血管手術の直後に起きることは死亡も含めた
治療予後に重大な影響を及ぼす可能性がある．そのた
め状況が許す範囲で手術前に口腔内の感染病巣の有無
の精査・加療を行うことが推奨されている 13-15．ま
た心臓血管術後の患者に対する歯科治療は感染性心内
膜炎のリスクを伴うため 16，このことからも事前の
歯科処置が推奨される．論文からは，手術前からの専
門的口腔ケアにより，心臓手術後の感染症（感染性
心内膜炎や肺炎）を減らす可能性が示唆されている．
DeRiso らによる報告では，心臓バイパス手術を受け
る患者352人を対象としたRCTによる調査によって，
0.12％グルコン酸クロルヘキシジン（CHX）による
口腔ケアによって院内肺炎の予防効果があったとされ
ている（院内感染発症頻度が 65%減少：24/180 対
8/173; p<0.01）17． また Bergan らは心臓手術患者
の手術前の口腔ケアプロトコルの実施により，術後肺
炎の発症率が有意に減少したとしている 18．現在の肺
炎のCDCガイドラインには，心臓手術を受ける成人
患者に対して，周術期間中（0.12%）のグルコン酸ク
ロルヘキシジン液を用いた口腔ケアを推奨することが
記載されている 19．
4. 臓器移植手術に関連する口腔ケア
　心臓，肝臓，腎臓などの臓器移植手術を受けた患者
は，急性拒絶反応の抑制を目的として免疫抑制薬剤を
使用するため，様々な感染症を発症するリスクが高い．
臓器移植手術後の最も大きな問題は感染による合併症
であり，術後早期の死亡の原因で最も多いのは敗血症
であると報告されている 20,21．これらのリスクを軽減
するために，手術前に口腔内の感染リスク因子をスク
リーニングし，口腔ケアを受けておくことの意義が報
告されている 22．
　Zwiech ら 23は，腎臓同種移植を行った患者で，口
腔内の健康状態は急性拒絶反応や感染といった移植後
早期の合併症の発症リスクと相関していた事を報告し
ている．
　また Somacarrera ら 24は，心，肝，腎の臓器移植
手術患者 530 人の調査を行い，周術期の歯科介入が
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Ⅱ課題別エビデンス  項目別レビュー

合併症リスク軽減に有効であると結論付けている．
　臓器移植後の易感染状態の患者の感染管理の一助と
して，周術期の歯科管理や口腔衛生指導，教育が重要
である 25-27．
5. 術後肺炎と口腔ケア
　全身麻酔手術後は，呼吸機能の一時的な低下や，患
者の不動化による下側（荷重側）肺障害（dependent 
lung disease; DLD），無気肺などが起こりやすくな
ることに加え，術前からの絶飲食，気管挿管や経鼻胃
管，バイトブロックなどの異物の留置など，口腔内の
細菌が増加し，かつ気道内に侵入しやすくなる状態が
持続するため，肺炎などの呼吸器合併症の発症リスク
が高くなる 28,29．このような術後肺炎のリスクを軽減
するために，術前から口腔ケアを行う意義が報告され
ている．
　Bagyi ら 28は，脳手術術後の肺炎と，歯周病，口
腔内細菌との関連を調査し，歯周病が重度な群で有意
に肺炎が発症し（歯周病の部位の多さ：p = 0.031，
歯周病の重症度：p = 0.002），歯周病スコアが高
い群は低い群の 3.5 倍の高率で肺炎が生じた（p < 
0.0001）と報告している．
　またWeren ら 29は一般外科病棟患者 3,319 人を
対象とした術後肺炎予防プログラム（口腔ケア，呼吸
器リハビリ，早期離床，頭部挙上など）を実施した結
果，病棟での肺炎発症頻度 0.78% から 0.18 へと有意
に減少した（p ＜ 0.006））と，術後肺炎予防のため
の術前口腔ケア介入の有用性を示している．
　特に食道がんの手術は，気管，心臓，肺，大動脈や
内頚動静脈，反回神経など重要臓器に囲まれた位置の
手術のため，がん手術の中でも侵襲の大きな非常にリ
スクの高い手術であり，周術期の合併症が起こる可能
性，特に術後肺炎（誤嚥性肺炎など）や無気肺など呼
吸器に関する合併症が多い．これら食道がん外科手術
の周術期の呼吸器合併症リスク軽減に口腔ケアが有用
であるとの報告がある．
　Akutsu らは胸部の食道がんの食道切除術を受けた
39 人の患者の口腔内細菌と術後肺炎を起した際の起
因菌の調査を行い，口腔内細菌（プラーク中の細菌）が
食道がんの術後肺炎の起因菌である割合が高いこと 30，
また実際に胸部食道がん患者 86人を対象に口腔ケア
介入の意義を調査し，口腔ケア介入により術後肺炎は
32%から 9%（P=.013）まで著しく減少し，特に気
管切開を必要とする術後肺炎の頻度は介入で 12%か

ら 0%まで減少した 31と報告し，ブラッシングを中
心とした口腔ケアの介入は簡便であり食道がん患者で
術後肺炎を予防する可能性があるとしている．
6. 頭頸部がん手術における口腔ケア
　頭頸部がんの手術は，口腔という不潔な部位が，手
術という徹底した清潔操作を必要とする部位に含まれ
るため，手術後の感染リスクが高い手術として認識さ
れている．Hirakawa ら 32は頭頸部がん患者 227 人
の後ろ向き調査にて，手術部位感染症は 32.1% に発
症し，特に再建手術で有意に高いとし，Girod ら 33

は頭頸部外科的手技を受けた 159 人の患者の調査で
術後合併症の発症率は 63%, そのうち創部の感染症で
22%，他の感染症は 22%，非感染性合併症は 51%，
全体的な術中死亡率は 1.2%（2人の患者）とし，再
建手術は有意なリスク因子（p＜ = 0.05）であると
報告している．Karakida ら 34の報告では血管柄付遊
離皮弁再建を行う口腔がん手術の創部感染の発症頻度
は40.6% ，Leeら 35は18.4%，Lotofiら 36は38.8%（い
ずれも再建手術は有意な影響因子）であった．このよ
うに再建手術における手術創部の細菌感染などの局所
合併症の発症率は他の部位の手術に比べて非常に高い
ことが報告されている．また，手術後の摂食・嚥下機
能障害は患者のQOLを著しく下げるだけでなく，誤
嚥性肺炎の惹起など致死的なリスクとなりうる．この
ような頭頸部がん手術における術後合併症には口腔内
細菌が強く関与しており，術前からの口腔管理がリス
ク軽減に有用である．
　大田 37は，頭頸部進行がん手術患者の術前からの
口腔ケア施行群 56 人と口腔ケア非施行群 35 人の術
後合併症についての介入比較研究において，術後合
併症の発生率は，口腔ケア施行群において 9/56 例
（16.1%）・非施行群において 21/33 例（63.6%）と
発生率に有意な差を認め，同様に経口開始日数は，口
腔ケア施行群において平均 10.6（日），中央値 9（日）・
口腔ケア非施行群 において平均 40.2（日），中央値 
16（日）と有意な差を認めたと報告している．多変
量解析による分析でも，口腔ケア介入は術後合併症
の発症のリスクを 1/7 に下げる独立した影響因子で
あった．口腔ケア介入により合併症が減り患者の術後
QOLが向上することと，在院日数の短縮に直結する
ため，医療経済的な面から有益となることが期待され
た．また佐藤ら 38は口腔ケア介入の有効性を知るた
めに手術を行った口腔扁平上皮がん患者 66人を調査
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9. 1） 口腔ケアが手術後の治癒期間，状態に与える影響（多職種連携含む）

し，手術後の創部感染は口腔ケア群では 3人（9%），
対照群では 11人（33％）で観察され（p < 0.025），
この差は多重ロジステック回帰分析でも創部感染の独
立危険因子であった（p = 0.04; オッズ比：6.0）とし，
周術期の口腔管理は口腔がん患者で手術後の手術後創
感染の危険性を減らす可能性を報告した．

【考察】　
　今までの医療においては，一般的に外科手術の周術
期の患者の口腔内状態は，手術にあたっての大きな懸
念事項とは認識されず，心臓血管外科や臓器移植手術，
口腔内の手術など，一部の手術にのみその必要性が認
められていた．しかし最近は手術内容の高度化に伴い，
手術侵襲の増大や長時間化が進み，患者も高齢者や既
往疾患の増加などハイリスク患者が対象となることが

増えてきている．このようなハイリスク患者に対して
は，手術後合併症の発症リスク（特に誤嚥性肺炎など
の感染性合併症）の軽減，手術後の早期回復の一助と
して，周術期の口腔管理には大きな意義があると考え
る．また手術後の感染性合併症の発症リスクが高い手
術である頭頸部領域の手術においては，手術前の口腔
ケア介入が周術期の感染リスクを軽減する重要な方法
であると考えられた．
　全身麻酔時の気管挿管に伴う歯の損傷は，麻酔科医
の対応だけでは回避できない場合があり，手術前に動
揺歯の一時的な固定処置や抜歯などの歯科処置の施
行，また歯列保護のプロテクターを作成するなどの事
前の歯科管理が有用である．
　このような外科手術の周術期における口腔ケア介入
の問題点としては，１）周術期に口腔ケアを行うには

表 1：レビューの概要
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表 2：レビューの概要２
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時間的・人的な制約があり，医療機関ごとの様々な事
情によりスムーズかつ効果的な口腔ケアが実施されづ
らい，２）エビデンスをもとにした口腔ケアが確立さ
れておらず，手技や内容が統一されていない，などの
点が挙げられる．今後は，周術期の口腔ケアの有用性
に関しての更なるエビデンスの構築，そして EBM に
基づいた一定の水準の口腔ケアがすべての医療施設で
実施されるよう，外科手術の周術期の口腔管理につい
ての具体的なプロトコルの統一（コンセンサスの確保）
が必要である．

【結論】
　外科手術の周術期に口腔ケアを行うことによって，
１）術後肺炎のリスク軽減，２）気管挿管時のリスク
軽減（歯牙の破折，脱落など），３）心臓血管手術に
おける感染リスクの軽減，４）臓器移植手術における
感染リスクの軽減，５）口腔咽頭，食道手術における

術後合併症（呼吸器合併症，創部感染）のリスク軽減
が期待できる．

【利益相反】
　本論文には利益相反に相当する事項はない．
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138(1): 74-80.

37. 大田洋二郎．がん患者における口腔内合併症の実
態調査と予防方法の確立に関する研究．厚生労働
省がん研究助成金による研究報告集．2004

38. Sato J, Goto J, Harahashi A, Murata T, 
Hata H, Yamazaki Y, Satoh A, Notani K, 
Kitagawa Y. Oral health care reduces the 
risk of postoperative surgical site infection in 
inpatients with oral squamous cell carcinoma. 
Support Care Cancer 2011 Mar; 19(3): 409-
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　　国立がん研究センター　がん情報サービス
　　医療関係者向けサイト 情報
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